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　　　 特集

３………平成２３年４月１日、西尾市・一色町・吉良町
　　　・幡豆町は合併しました

８………平成２３年度　施政方針

注目のトピックス

１６………西尾市議会議員増員選挙を行います
　　　　新にしお産業物産フェアを開催します
１７………子宮頸がんの予防接種費用を助成します
１８………春期スポーツ教室の受講者を募集
２０………小・中学校などの体育施設の利用団体の登録を開始
　　　　３月２３日に中央児童館がリニューアルオープン
２２………一色～佐久島間の渡船と乗り継ぎバスの時刻
　　　のお知らせ

　　　　４月１日より耐震改修などの補助が変わります

今月の講座案内

２３………手話奉仕員養成入門講座
　　　　障がい児のための音楽教室
　　　　ホワイトウェイブ２１春の教室

　　　 お知らせ

２４………三河湾国定公園を描く会
　　　　岩瀬文庫企画展　自筆本は語る～「紙の本」の魅力１～
　　　　４月の図書館映写会
　　　　アレンジフラワー創り
　　　　図書館の２００８年分雑誌を無料配布します
２５………いきものふれあいの里４月の催し
　　　　ふるさとワクワク体験塾
　　　　西尾っ子読書フェスティバル
２６………一色・吉良・幡豆地区の保育園入園申込場所について
　　　　交通事故で親を亡くした学生などに就学援助費を支給
　　　　シルバー元気教室
２７………介護者のつどい
　　　　障害者扶助料申請のご案内
　　　　リサイクルプラザ情報
　　　　パパママ教室
　　　　子育て支援センターを開設

２８………お父さんの育児サロン
　　　　平成２３年度固定資産税・都市計画税の課税明
　　　細書などについて
　　　　固定資産税の減免制度を受けるには申請が必要です
　　　　愛知県西三河地方税滞納整理機構が設立
　　　　一色・吉良・幡豆地区の母子・父子世帯など
　　　　のかたは市遺児手当の申請を
２９………岩瀬文庫ボランティア募集
　　　　情報通信
　　　　不要になったこいのぼりを募集
　　　　看護師等修学資金の貸与を希望する学生を募集
　　　　市収納代理金融機関を新たに指定
３０………卒業予定者対象の就職説明会を開催　　　　
　　　　市民課からのお知らせ
　　　　粗大ごみ戸別有料収集の手数料について
　　　　行政評価委員会をご利用ください
３１………一般廃棄物処理業・浄化槽清掃業務許可手数
　　　料について
　　　　ぼかしの無料配布と生ごみ処理器（機）の補助
　　　　ＫＡＴＣＨ番組ガイド
　　　　西三河イベントだより
３２………環境保全課からのお知らせ
３３………電車で行こう！

　　　 いい人発見・ＫＩＤ’ Ｓアルバム

３４………全国公募「自分史大賞」で奨励賞
　　　　キーワードは「心」　永井栁太郎さん

　　　 岩瀬文庫コレクション

３５……… 書  簡 
しょ かん

 集 
しゅう

　　　 西尾の古を探る

　　　　三河一向一揆と吉良氏

　　　 まちの話題・できごと

３６………幡豆町として 後の演奏会　ふれあいコンサートを開催
　　　　春の味覚を楽しもう　梶島で潮干狩りが解禁
　　　　国際交流フェスタ２０１１を開催　さまざまな国
　　　籍の人が楽しく交流
　　　　元気に防火を呼び掛け　春の全国火災予防運動
　　　　卒業のお祝いにパンジーを　児童とシルバー
　　　さんの交流会

■今月の納税　　納期限は５月２日

　○固定資産税・都市計画税………………………第１期

　○国民健康保険税（普通徴収分）………………第１期

　○し尿くみ取り手数料……………………………第１期

　　※口座振替のかたは残高をご確認ください。

■西尾市の人口（３月１日現在）

　○総数　169，204人（前月比ー１３）

　　男性　８４，９９５人　　女性　８４，２０９人　　

　○世帯数　56，４３４世帯（前月比＋１０）

■市内の交通（人身）事故　※（　）は１月からの累計

　２月　６８件（１３１件）

　　負傷者　７７人（１３３人）　　死亡者　１人（２人）

■市内の火災　２月　４件（１１件）

■救急車の出動回数　２月　４４７件（９６８件）

※上記の数は、合併前の西尾市と幡豆郡3町の数を合計。

　４月１日、新しい西尾市が誕生しました。

新市には見どころや魅力が盛りだくさんで

す。新緑の茶畑や、桜やアジサイの咲き乱

れる美しい自然。西尾城の丑寅櫓や佐久島

の黒壁などの情緒ある風景。一色の大提灯

や鳥羽の火祭りをはじめとする伝統ある行

事。ワイキキビーチで行われるハワイアン

・フェスティバルや、西尾まつりなどの心

躍るイベント。華蔵寺や岩瀬文庫、尾﨑士

郎記念館など、地域に根差し今も語り継が

れる歴史。ここには書き切れないほどのた

くさんの出会いや発見があることでしょう。

　広報にしおは、市政の情報とともに、新

市のさまざまな魅力を皆さんにお伝えしま

す。どうぞ、ご期待ください。

広広報報平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号 ２２



　
市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

市
政
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
新
「
西
尾

市
」
ス
タ
ー
ト
の
日
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は

　
万
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
喜

１７び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

「
市
政
の
中
心
は
市
民
」
の
思

い
は
合
併
後
も
い
さ
さ
か
も
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市
が
保

有
す
る
豊
か
な
地
域
資
源
を
十

分
に
活
用
し
た
新
市
づ
く
り
に

励
み
、
子
や
孫
の
世
代
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
合
併
元
年
が
健
や

か
で
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
度
当
初
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　　　新 「 西 尾 市 」 元 年 の
ス タ ー ト を 迎 えて

市 民の皆 様が魅 力 を 感 じ る
新 「 西 尾 市 」 に

西尾市長　榊原康正

西尾市議会議長　杉﨑愼一郎

　
本
日
１
日
は
西
尾
市
、
幡
豆

郡
３
町
が
合
併
し
、
西
三
河
南

部
地
域
の
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
新
「
西
尾
市
」
と
し
て
、

大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
挑
み
、

将
来
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
新
た
な
歴
史
の

第
１
歩
を
歩
み
だ
す
記
念
す
べ

き
日
で
あ
り
ま
す
。

　
新
「
西
尾
市
」
は
、
産
声
を

あ
げ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

は
行
政
、
市
議
会
は
も
と
よ
り

市
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
英
知

と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
す

べ
て
の
市
民
が
魅
力
を
感
じ
、

「
自
然
と
文
化
と
人
々
が
と
け

あ
い
　
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
　17

万
人
市
民
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ

に
真
正
面
か
ら
的
確
に
対
応
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
様
が
豊

か
に
暮
ら
せ
、
合
併
し
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
議

員
が
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取

り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

平成平 成 ２３２ ３ 年年 ４４ 月月 １１ 日、日 、
西尾市・一色町・吉良町・幡豆町西 尾 市 ・ 一 色 町 ・ 吉 良 町 ・ 幡 豆 町 はは

合併合 併 しし ましま し たた

３３ 平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号広広報報



企画政策課…市政の基本施策の調査研究、

行政改革、統計

企業誘致課…企業誘致の工業用地開発、

土地開発公社、国土利用計画

情報課（広報広聴）…広報にしお、市民

の声、市政懇談会、市政世論調査

契約検査課…工事契約、物品購入、市で

行う工事の検査

商工観光課…商業や産業の振興、観光事

業、勤労者福祉、消費者行政

財政課…市の財政、予算・決算、市有の

土地・建物の管理の総括

総務課…庁舎管理、法規、文書、情報公

開、選挙

人事課…市職員の服務、給与、研修

秘書課…式典、市表彰、都市提携

課以外…市長室、副市長室など

学校教育課…児童・生徒の就学、学校の

組織編成・行事・教育指導

教育庶務課…教育委員会、市立学校の運

営・整備、給食センター

市民協働課…市民活動、町内会、国際交

流、多文化共生、男女共同参画

家庭児童支援課…要保護児童対策、母子

家庭などの福祉、ＤＶ総合窓口

情報課（情報）…ホームページ、情報化

の推進

会計課…市費の出納

監査委員事務局…市の監査事務

課以外…教育長室など

広広報報平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号 ４４

問 合 先場　所課　名　と　業　務　内　容

緯５７・０６６１
西尾市保健セ
ンター

健康課…各種健康診査、予防接種、母子・
成人保健、休日診療所、佐久島診療所

緯３４・８１１２
クリーンセン
ター

環境保全課…環境学習、自然保護、公害
の指導・調査
環境業務課…清掃施設の管理運営、し尿
の処理

緯５６・２１１１水道庁舎１階

ごみ減量課…ごみの減量・資源化・分別
水道管理課…水道事業の工事などの契約
・検査、水道料金
水道整備課…水道施設の建設・整備・維
持管理

緯５６・２１１１水道庁舎３階
下水道管理課…下水道の維持管理、受益
者負担金
下水道整備課…下水道の整備計画・建設

緯５５・３５１５働く婦人の家
生涯学習課…生涯学習の推進、青少年の
健全育成

緯５４・０００２総合体育館
スポーツ課…スポーツ教室、スポーツ施
設、スポーツ団体

緯５６・２４５９岩瀬文庫
文化振興課…文化財の調査・保護、文化
事業

緯５４・８８００看護専門学校…市立看護専門学校の管理・運営

●外部施設の課と業務内容など

議事課…市議会の運営・記録

課以外…議場、正副議長室な

ど

機械室など

会議室など

FLOOR
MAP
【西尾市役所配置図】

　新「西尾市」行政の中心となる西尾市役所。こ

こでは、その配置と課の主な業務内容などを紹介

します。行き先やどこに問い合わせたらいいかが

わからないときは、近くの職員や案内窓口にお尋

ねください。

５ 平成２３年４月１日号広報

Ｓ

税務課…市県民税・固定資産税・軽

自動車税の賦課、原動機付自転車

の登録

収納課…市税などの徴収対策

農林水産課…農林水産業の振興、農

業委員会、船員手帳

河川港湾課…河川・港湾・漁港の改

修や維持管理、砂防

建築課…市営住宅管理、建築営繕、

建築関係許認可

公園緑地課…緑化の促進、公園・広

場・緑地の建設や維持管理

都市計画課…都市計画決定、区画整

理、市街地開発

▲

総務管理課…税証明、収納、地域対策、土木、都市計画、公園緑地、上下水道、防災に関する業務

▲

生活課…住民異動、国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、各種福祉医療、障害者福祉、高齢者福

祉、子ども福祉、介護保険、ごみ、商工、観光、農林水産、市民安全、教育に関する業務

▲

佐久島振興課（一色支所のみ）…離島振興、渡船事業に関する業務

市民課…戸籍、住民票、印鑑証明、

外国人登録、斎場、法律・行政な

どの相談

保険年金課…国民健康保険、国民年

金、後期高齢者医療、各種福祉医

療

交通対策課…交通安全、防犯、六万

石くるりんバス・渡船・名鉄西尾

・蒲郡線などの交通体系

福祉課…障害者福祉、生活保護、民

生委員

長寿課…高齢者福祉、老人福祉施設、

介護保険

子ども課…保育園・幼稚園・知的障

害児通園施設の管理・運営

子育て支援課…子ども育成支援対策、

児童の福祉、放課後児童クラブ

土木課…道路や橋の新設・改良・維持管理、農村整備

防災課…地域防災計画、災害対策本部、防災訓練

支所の業務



広広報報平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号 ６６

②一色支所…緯７２・７１１１
（一色町一色伊那跨６１）

③吉良支所…緯３２・１１１１
（吉良町荻原川畑２０）

④幡豆支所…緯６２・５５１１
（西幡豆町仲田１４－２）

幡豆いきいきセンター
…緯６３・０１５５

（幡豆支所西隣）

⑤文化会館…緯５４・５８５５　
（山下町泡原３０）

⑥働く婦人の家　　　　　
　／青年の家…緯５６・７７２２

（錦城町１６２ー１４）

⑦市民病院…緯５６・３１７１
（熊味町上泡原６）

⑨西尾市立図書館…緯５６・６２００
（亀沢町４７４）

　岩瀬文庫…緯５６・２４５９
（亀沢町４８０）

⑩総合体育館…緯５４・０００２
（小島町大郷１－１）

⑧クリーンセンター…緯３４・８１１２
（吉良町岡山大岩山６５）

ホワイトウェイブ２１…緯３４・８２２２
（吉良町岡山大岩山７０）

西尾市立図書　西尾市立図書館館

文化会文化会館館

クリーンセンタクリーンセンターー

吉良町公民館吉良町公民館吉良町公民館

ェ

幡豆支幡豆支所所

７ 平成２３年４月１日号広報

【主要公共施設】

MAP OF
MMAAJJORFOR FAACCILITIEILITIESS

　市内の各支所や担当課が在籍する施設

など、主要な公共施設を紹介します。

①市役所周辺▲

西尾市役所…緯５６・２１１１
　（寄住町下田２２）▲

消防本部…緯５６・２１１０
　（矢曽根町赤地２３－１）▲

西尾市保健センター…緯５７・０６６１
　（熊味町小松島３２）▲

西尾休日診療所…緯５５・０８００
　（熊味町小松島１２）



　
平
成
　
年
市
議
会
３
月
定
例
会
の
開
会

２３

に
あ
た
り
、
　
年
度
の
市
政
運
営
に
対
す

２３

る
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
議
員

各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま

す
。
　
私
が
市
政
を
担
っ
て
か
ら
１
年
７
か
月

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
市
議

会
及
び
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
ま
し
た

「
幸
せ
実
感
都
市
・
西
尾
」
の
実
現
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
概

ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
幡
豆
郡
３
町
と
の
合
併
に
関
し

ま
し
て
は
、
一
昨
年
の
　
月
に
立
ち
上
げ

１２

ま
し
た
「
西
尾
市
幡
豆
郡
３
町
合
併
協
議

会
」
で
計
　
回
の
会
議
を
重
ね
、
昨
年
８

１４

月
に
は
全
　
項
目
の
協
議
が
整
い
ま
し
た
。

５５

そ
の
後
の
９
月
議
会
で
関
係
議
案
を
可
決

し
て
い
た
だ
き
、
本
年
１
月
　
日
の
総
務

３１

大
臣
告
示
を
も
っ
て
法
的
手
続
き
は
全
て

完
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
議

員
各
位
に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
や
細

部
に
わ
た
る
事
務
調
整
作
業
な
ど
、
新
市

発
足
を
見
据
え
た
最
終
的
な
準
備
を
し
て

お
り
ま
す
。
合
併
前
後
で
１
市
３
町
の
住

民
の
皆
様
に
不
都
合
を
き
た
さ
な
い
よ
う

に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
我
々
の
子
や

孫
の
世
代
の
た
め
に
長
期
的
視
点
に
立
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
の
世
界
情
勢
に
目
を
向
け

て
み
ま
す
と
、
現
在
は
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
　
年
前
に
は

１０

日
本
の
４
分
の
１
程
度
だ
っ
た
中
国
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
、
今
で
は
日
本
を
抜
き
ア
メ
リ
カ

に
次
ぐ
経
済
大
国
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
尖
閣
諸
島
問
題
以
降
、
日
本
と
中

国
と
の
関
係
は
冷
え
込
み
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
や
省
エ
ネ
家
電
の
部
品
生
産
に
使
わ

れ
る
「
レ
ア
ア
ー
ス
」
の
日
本
へ
の
輸
出

が
制
限
さ
れ
、
製
造
業
が
大
打
撃
を
受
け

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
の
世
界
経
済
の
牽
引
役
は
、
中
国
や

イ
ン
ド
を
始
め
と
す
る
新
興
国
だ
と
言
わ

れ
て
お
り
、
特
に
中
国
は
「
世
界
の
工
場
」

か
ら
一
大
消
費
地
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
の
日
本
経
済
は
、
好
況
に
沸
く

中
国
経
済
へ
の
依
存
度
が
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
国
内
で
は
依
然
と
し
て
デ
フ
レ

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、

国
民
が
将
来
に
成
長
期
待
が
持
て
な
い
た

め
閉
塞
感
が
増
し
、
消
費
と
投
資
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
フ
レ

不
況
に
よ
る
雇
用
情
勢
の
悪
化
や
社
会
保

●２●２月月１５１５日の市議会定例会で施政方針を述べる榊原市日の市議会定例会で施政方針を述べる榊原市長長

平平 成成 ２３２３ 年年 度度

政施
方針
自
然
と
文
化
と
人
々
が
と
け
あ

自
然
と
文
化
と
人
々
が
と
け
あ
いい

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ちち

　
22
月

日
の
市
議
会
定
例
会
で
、
榊
原
市
長
は
平
成

年
度

月
　
日
の
市
議
会
定
例
会
で
、
榊
原
市
長
は
平
成
　
年
度
のの

１５１５

２３２３

施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
１
市
３
町
が
４
月
１
日
に
合
併
し

施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
１
市
３
町
が
４
月
１
日
に
合
併
し
、、

新
「
西
尾
市
」
と
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
市
政
を
進
め
て
い
く

新
「
西
尾
市
」
と
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
市
政
を
進
め
て
い
く
かか

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
施
政
方
針
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
施
政
方
針
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。。
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障
問
題
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
難
問
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
　
昨
年
６
月
に
誕
生
し
た
菅
政
権
は
、
従

来
型
の
公
共
事
業
や
規
制
緩
和
に
よ
る
景

気
刺
激
策
と
は
一
線
を
画
し
、
「
強
い
経

済
、
強
い
財
政
、
強
い
社
会
保
障
」
を
理

念
と
す
る
「
第
３
の
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
始
動
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
状
況
を
見
て

み
ま
す
と
、
大
学
生
の
就
職
内
定
率
は
過

去
最
低
ま
で
落
ち
込
み
、
完
全
失
業
率
も

５
％
台
で
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。
円
高

・
デ
フ
レ
は
　
年
度
中
も
続
く
と
予
測
さ

２３

れ
て
お
り
、
今
後
も
国
政
の
動
向
に
注
視

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
民
主
党
政
権
が
「
１
丁
目
１
番

地
」
に
位
置
づ
け
る
地
域
主
権
改
革
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
６
月
に
地
域

主
権
戦
略
大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
こ
の

改
革
に
よ
り
、
法
令
に
よ
る
「
義
務
付
け
」

の
廃
止
や
「
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
」
、

あ
る
い
は
使
途
が
限
定
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

「
ひ
も
つ
き
補
助
金
」
の
「
一
括
交
付
金

化
」
が
進
む
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
昨
年
　
月
の
臨
時
国
会
で
は
、

１２

関
連
法
案
が
継
続
審
議
に
持
ち
越
さ
れ
る

な
ど
、
政
府
間
の
足
並
み
が
ま
だ
ま
だ
そ

ろ
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。
地
域
主
権
改
革
こ
そ
政
治
主
導
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
私
が
幡
豆
郡
３
町
と
の
合
併
を
唱
え
て

き
た
の
は
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
や

行
財
政
改
革
の
他
に
、
来
る
べ
き
地
域
主

権
時
代
に
備
え
る
た
め
の
体
力
強
化
が
不

可
欠
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
こ
と
も
大
き

な
要
因
で
す
。
日
本
中
に
漂
っ
て
い
る
閉

塞
感
を
打
ち
破
る
に
は
、
地
方
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
振
興
を
図
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
知
恵
、
財

源
、
そ
し
て
マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集
さ
せ
る

こ
と
が
地
域
の
魅
力
を
生
み
出
す
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
何
よ
り
も
西
尾
市
と
幡
豆
郡
３
町
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
受
け
継
が
れ
た
伝
統

・
文
化
が
あ
り
、
海
・
山
・
川
の
恵
ま
れ

た
自
然
と
 肥
 
ひ

 沃
 な
平
野
を
生
か
し
た
産
業

よ
く

や
観
光
な
ど
、
全
国
に
も
誇
れ
る
魅
力
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
「
西
尾
の
抹
茶
」
や

城
下
町
の
趣
豊
か
な
町
並
み
を
持
つ
西
尾

市
、
「
一
色
産
う
な
ぎ
」
や
「
に
ほ
ん
の

里
１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
「
佐
久

島
」
を
有
す
る
一
色
町
、
風
光
明
媚
な
三

河
湾
に
面
し
た
景
勝
地
で
あ
り
、
温
泉
、

潮
干
狩
り
、
海
水
浴
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
る
吉
良
町
、
梅
雨
に
な
る
と
美

し
い
ア
ジ
サ
イ
を
見
せ
て
く
れ
る
「
三
ヶ

根
山
」
や
子
ど
も
達
に
人
気
の
「
愛
知
こ

ど
も
の
国
」
を
有
す
る
幡
豆
町
が
合
併
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
域
は
全
国
屈
指

の
魅
力
あ
る
新
市
に
生
ま
れ
変
わ
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
、
　
年
度
の
施
政
方
針
と

２３

し
て
、
新
市
基
本
計
画
の
将
来
像
で
あ
る

「
自
然
と
文
化
と
人
々
が
と
け
あ
い
　
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
掲
げ
、
活
力

と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
新
市
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位

並
び
に
市
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
　
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
申

２３

し
上
げ
ま
す
。
歳
入
面
で
は
市
税
の
大
幅

な
増
収
は
期
待
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
、

　
年
度
１
市
３
町
の
当
初
予
算
と
比
較
し

２２て
　
億
円
ほ
ど
の
増
収
と
な
る
２
６
４
億

１０
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
１
市
３
町
を
合
算

し
た
予
算
と
な
る
こ
と
や
福
祉
施
策
の
拡

充
な
ど
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
５
１
８
億
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
総
予
算
で
は
、
９
７
６

億
円
程
度
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政

状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
生
活
に

直
結
す
る
課
題
へ
優
先
的
に
予
算
配
分
し
、

選
択
と
集
中
に
心
掛
け
３
町
と
十
分
調
整

の
う
え
予
算
編
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
　
そ
れ
で
は
、
新
市
基
本
計
画
に
掲
げ
ま

し
た
６
つ
の
主
要
施
策
に
基
づ
き
、
　
年
２３

度
に
実
施
す
る
主
要
事
業
に
つ
い
て
ご
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
１
の
施
策
は
「
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ

る
産
業
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

で
あ
り
ま
す
。

　
政
府
が
新
成
長
戦
略
に
掲
げ
た
「
観
光

立
国
」
で
は
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅

行
者
数
の
目
標
を
　
年
後
に
は
、
今
の
４

１０

倍
近
く
の
２
５
０
０
万
人
に
設
定
し
て
い

ま
す
。
特
に
経
済
発
展
が
著
し
い
中
国
か

ら
は
、
今
後
も
多
く
の
観
光
客
が
日
本
を

訪
れ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
幸

い
新
市
に
は
「
西
尾
市
憩
の
農
園
」
「
道

の
駅
に
し
お
岡
ノ
山
」
「
一
色
さ
か
な
広

場
」
「
佐
久
島
」
「
吉
良
温
泉
」
「
愛
知

こ
ど
も
の
国
」
と
い
っ
た
多
様
な
地
域
資

源
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
観
光
の

重
要
な
要
素
で
あ
る
「
見
る
・
遊
ぶ
・
泊

ま
る
・
食
べ
る
・
買
う
」
を
新
市
で
完
結

で
き
る
滞
在
型
・
回
遊
型
の
「
観
光
交
流

圏
づ
く
り
」
を
民
間
と
協
働
で
推
進
し
、

国
内
外
か
ら
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
特
産
品
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
尾

茶
協
同
組
合
や
一
色
産
う
な
ぎ
ブ
ラ
ン
ド

普
及
協
議
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
て
い
る
「
西
尾

の
抹
茶
」
や
「
一
色
産
う
な
ぎ
」
の
Ｐ
Ｒ

●観光交流圏づくりのイメー●観光交流圏づくりのイメージジ
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活
動
を
首
都
圏
な
ど
で
大
々
的
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ジ
ョ
イ

ン
ト
元
年
　
新
に
し
お
産
業
物
産
フ
ェ
ア

展
」
で
は
、
合
併
記
念
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
融
和
」
と
「
調
和
」
を
テ
ー
マ

に
、
企
業
展
並
び
に
物
産
展
・
即
売
会
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
を
幅
広

い
か
た
が
た
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
で

あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
で
あ
る
西
尾
商

工
会
議
所
に
対
し
積
極
的
に
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
商
工
業
で
は
、
中
小
企
業
の
資
金
繰
り

を
円
滑
に
す
る
た
め
、
西
尾
市
中
小
企
業

経
営
安
定
資
金
や
商
工
業
振
興
資
金
の
融

資
制
度
の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、
信
用

保
証
料
補
助
金
制
度
の
拡
充
措
置
を
継
続

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
起
業
を
目
指
す
若

い
か
た
が
た
に
対
し
ま
し
て
、
創
業
の
基

礎
知
識
か
ら
信
頼
を
得
る
創
業
計
画
づ
く

り
を
支
援
す
る
「
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
関
税
を
原
則
撤
廃
す
る
「
環
太
平
洋

戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
」
へ

の
日
本
の
参
画
問
題
で
調
整
が
難
航
し
て

い
ま
す
。
６
月
に
政
府
が
最
終
判
断
を
い

た
し
ま
す
が
、
参
画
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
工
業
製
品
の
輸
出
は
有
利
と
な
る
一
方
、

高
い
関
税
率
に
守
ら
れ
て
い
る
我
が
国
の

農
業
は
、
安
い
農
産
物
の
輸
入
で
深
刻
な

影
響
を
受
け
る
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
問
題
は
、
農
作
物
だ
け
で
は
な
く
製
造

業
や
金
融
も
含
め
た
国
と
し
て
の
経
済
成

長
に
も
影
響
す
る
重
大
な
政
策
で
あ
り
ま

す
の
で
、
将
来
的
な
農
業
政
策
の
あ
り
方

や
食
料
自
給
率
の
問
題
な
ど
、
国
政
の
場

で
議
論
を
重
ね
て
国
民
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
食
の
安
心
安
全
、
食
育
、
地
産
地
消

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
水
産
業
で
は
、

沿
岸
漁
業
・
内
水
面
漁
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
水
産
資
源
の
確
保
や
荷
さ
ば
き
施

設
の
運
営
な
ど
に
対
し
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
昨
年
　
月
に
成
立
し
た
六
次
産
業
化
法

１１

で
は
、
農
業
者
自
身
が
農
産
物
の
生
産
だ

け
で
な
く
、
第
二
次
産
業
で
あ
る
食
品
加

工
や
第
三
次
産
業
で
あ
る
流
通
、
販
売
に

も
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今

ま
で
事
業
者
が
得
て
い
た
付
加
価
値
を
農

業
者
自
身
が
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
商
品

価
値
を
底
上
げ
し
、
地
産
地
消
を
広
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
関
係
者
と
と
も
に
積
極
的
に
調

査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
の
主
要
特
産
品
で
あ
る
お
茶
に
つ

き
ま
し
て
は
、
　
月
に
関
西
茶
業
振
興
大

１１

会
の
開
催
が
本
市
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
一
の
て
ん
茶
産
地
と
し
て
、
盛
大
に

大
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と

も
に
、
農
林
水
産
振
興
展
「
ア
グ
リ
ン
フ

ェ
ア
西
尾
」
を
同
時
開
催
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
建
設
中
の
佐
久
島
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
は
、
　
区
画
の
宿
泊
棟
を
始

１０

め
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
を
含
む
多
目
的

交
流
広
場
や
管
理
棟
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

宿
泊
滞
在
型
農
園
で
す
。
日
々
都
会
の
喧

騒
の
中
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
か
た
が
た
に

と
っ
て
は
、
離
島
で
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を

可
能
に
す
る
ま
さ
に
「
癒
し
の
空
間
」
で

あ
り
、
　
年
春
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
着

２４

実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
西
尾
市
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
自
ら
陣
頭
指
揮

を
取
り
、
安
定
し
た
財
源
と
雇
用
の
確
保

に
取
り
組
み
ま
す
。
国
で
は
来
年
度
の
税

制
改
正
の
柱
と
し
て
、
国
内
企
業
の
空
洞

化
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
法
人
実
効
税

率
の
５
％
減
税
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
投

資
や
雇
用
の
主
役
で
あ
る
企
業
が
、
国
際

競
争
に
勝
ち
抜
か
な
け
れ
ば
雇
用
も
増
え

ま
せ
ん
。
国
に
は
、
世
界
の
改
革
の
流
れ

を
正
視
し
た
さ
ら
な
る
経
済
再
生
策
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
現
在
の
企
業
誘
致
推

進
室
を
企
業
誘
致
課
に
昇
格
さ
せ
、
市
内

で
新
た
な
事
業
展
開
を
予
定
し
て
い
る
企

業
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
税
制
面
で
は
「
工
場
等
建

設
奨
励
条
例
」
が
本
年
　
月
　
日
ま
で
の

１２

３１

時
限
法
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
愛
知
県
企
業
庁

と
連
携
し
、
引
き
続
き
衣
浦
　
号
地
へ
の

１４

企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
市
に
お
い
て
新
た
な
総
合
計
画
と
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
土
取
跡
地
を
産
業
用
地
と

位
置
づ
け
、
今
後
発
展
す
る
と
見
込
ま
れ

る
産
業
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
国
際
園
芸
博
覧
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

産
業
や
観
光
振
興
の
み
な
ら
ず
幹
線
道
路

網
の
整
備
や
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
利
用

促
進
に
大
い
に
結
び
つ
く
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
。
花
き
の
生
産
が
盛

ん
で
、
「
愛
知
こ
ど
も
の
国
」
な
ど
の
広

大
な
県
有
地
が
存
在
す
る
本
市
こ
そ
最
適

地
で
あ
る
と
の
自
負
の
も
と
、
愛
知
県
の

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
開
催
地
誘
致

へ
の
働
き
か
け
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●今年１月に東京都日本橋で行われた観光物産●今年１月に東京都日本橋で行われた観光物産展展
の様子の様子。。

●佐久島クラインガルテン（仮称）鳥瞰●佐久島クラインガルテン（仮称）鳥瞰図図
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第
２
の
施
策
は
「
利
便
性
と
快
適
性
を

高
め
る
基
盤
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
幹
線
道
路
網
の
整
備
で
あ
り

ま
す
。

　
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
計
画
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
名
豊
道
路
の
早
期
４
車
線
化

や
安
城
一
色
線
の
事
業
化
、
名
浜
道
路
の

整
備
区
間
へ
の
移
行
、
西
尾
幡
豆
線
の
供

用
開
始
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
現
在
４
車
線

化
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
名
豊
道
路

の
知
立
バ
イ
パ
ス
は
、
　
年
度
末
ま
で
に

２４

安
城
西
尾
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
開
通
を
目
標

と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
岡
崎
バ
イ
パ

ス
に
つ
き
ま
し
て
も
４
車
線
化
工
事
の
事

業
化
に
向
け
て
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。
県
道
西
尾
幡
豆
線
は
、
西
尾
市
と
吉

良
町
及
び
幡
豆
町
を
結
ぶ
新
市
に
と
っ
て

は
大
切
な
連
絡
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
引

き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
の
事
業
で
は
、
矢
曽
根
今
川
南
部
１

号
線
と
熊
味
今
川
２
号
線
の
２
路
線
を
　２３

年
度
末
の
事
業
完
了
を
目
標
に
整
備
し
て

ま
い
り
ま
す
。
一
色
町
で
は
池
田
野
田
１

号
線
、
吉
良
町
で
は
横
須
賀
　
号
線
と
吉

９３

田
２
号
線
、
幡
豆
町
で
は
　
号
線
な
ど
の

１６

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
で
は
、
新
市
で
は
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
を
多
く
有
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

か
つ
て
台
風
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
経
験
を
活
か
し
、
堤
防
の
耐
震
対
策

を
進
め
る
と
と
も
に
、
県
が
施
工
す
る
一

色
漁
港
、
西
幡
豆
漁
港
及
び
東
幡
豆
港
な

ど
の
修
築
に
対
し
地
元
負
担
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
公
共
交
通
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
利
用
促
進
策

と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
西
尾
駅

へ
の
観
光
案
内
所
設
置
や
福
地
駅
に
お
け

る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
用
駐
車
場
の
整

備
な
ど
の
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、
一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
尾
駅
か
ら
蒲

郡
駅
ま
で
の
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
量

輸
送
と
い
う
鉄
道
の
特
性
を
発
揮
で
き
な

い
ほ
ど
利
用
者
数
が
減
っ
て
い
る
の
も
現

実
で
あ
り
ま
す
。
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
対

策
協
議
会
で
存
続
を
前
提
に
協
議
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
鉄
道
を
道
路
と
同
様
の
社
会

基
盤
と
し
て
捉
え
、
線
路
や
電
路
の
材
料

費
及
び
工
事
費
な
ど
の
費
用
を
　
年
度
か

２３

ら
　
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
予
算
化
し
、

２５
沿
線
自
治
体
で
支
援
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
電
車
利
用
者
の
利
便
性
を

高
め
る
た
め
に
、
吉
良
吉
田
駅
に
自
転
車

駐
車
場
を
新
設
す
る
と
と
も
に
福
地
駅
の

自
転
車
駐
車
場
を
増
設
い
た
し
ま
す
。

　
新
市
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
名
鉄
電
車
、

路
線
バ
ス
、
三
河
線
代
替
バ
ス
、
六
万
石

く
る
り
ん
バ
ス
な
ど
が
運
行
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
交
通
機
関
が
そ
の
役
割
を

明
確
に
し
な
が
ら
共
存
共
栄
を
図
る
た
め

に
は
、
運
賃
の
格
差
、
路
線
の
競
合
、
利

用
者
層
の
住
み
分
け
な
ど
の
多
様
な
分
析

が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
新
市
で
は
交

通
対
策
課
を
設
置
し
、
利
便
性
の
高
い
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
で
き
る
よ

う
総
合
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
な
市
街
地
を
形
成
す
る
土
地
区
画

整
理
事
業
で
は
、
西
尾
平
坂
東
部
土
地
区

画
整
理
事
業
と
西
尾
吉
山
土
地
区
画
整
理

事
業
の
２
地
区
を
引
き
続
き
支
援
す
る
と

と
も
に
、
現
在
計
画
中
で
あ
る
西
尾
羽
塚

西
地
区
の
事
業
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
ま
た
、
公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
西
尾
地
区
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一

５９

色
地
区
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
吉
良
地
区
　
ヘ

３４

３５

ク
タ
ー
ル
、
幡
豆
地
区
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

１７

整
備
を
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
福

地
中
部
地
区
で
　
年
度
の
完
成
を
目
指
し

２５

て
整
備
を
進
め
、
清
潔
で
快
適
な
市
民
生

活
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●●主要幹線道主要幹線道路路

●自転車駐車場が新設される名鉄吉良吉田●自転車駐車場が新設される名鉄吉良吉田駅駅

　　　 と 　　　 と 　　　 がとけあい　
自
然

人
々

文
化

心豊かに暮らせるまち
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第
３
の
施
策
は
「
地
域
を
支
え
る
文
化

と
人
を
育
む
環
境
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　
日
本
の
未
来
を
支
え
る
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
社
会

全
体
で
支
え
て
い
く
と
い
う
認
識
で
推
進

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
市
で
は

「
子
ど
も
課
」
を
「
子
ど
も
部
」
に
昇
格

さ
せ
、
き
め
細
か
な
少
子
化
へ
の
対
応
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
国
に
お
き
ま
し
て
も
現
在
、
子
育
て
を

社
会
全
体
で
支
援
す
る
一
元
的
な
制
度
の

再
構
築
を
図
っ
て
お
り
ま
し
て
、
政
府
の

新
成
長
戦
略
の
一
つ
で
も
あ
る
「
幼
保
一

体
化
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幼
児
教
育
と

保
育
を
一
体
で
提
供
す
る
「
こ
ど
も
園
」

を
創
設
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
本
市
に
お
け
る
幼
保
一
体
化
が
遅
れ

を
と
ら
な
い
よ
う
、
そ
の
動
向
を
注
視
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
歳
未
満
の
子
ど
も
に
限
り
増
額
す
る
方

針
が
示
さ
れ
、
保
育
料
や
学
校
給
食
費
を

天
引
き
で
き
る
制
度
が
検
討
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
一
方
、
　
年
度
限
り
の
暫
定

２２

措
置
で
あ
っ
た
児
童
手
当
分
の
地
方
負
担

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
引
き
続
き
、
そ
の
財
源
は
全
額
国
庫

負
担
と
し
、
地
方
に
押
し
付
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
市
長
会
を
通
じ
て
強
く
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
市
の
子
育
て
支
援
策
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
　
年
度
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま

２２

し
た
「
出
産
支
援
金
交
付
事
業
」
を
引
き

続
き
継
続
す
る
と
と
も
に
、
不
妊
治
療
費

の
公
費
助
成
を
現
行
の
一
般
不
妊
治
療
費

の
助
成
に
加
え
て
、
自
己
負
担
が
高
額
と

な
る
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
新
た
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
保
育
施
設
の
整
備
で
は
、
保
護
者

の
皆
様
方
か
ら
の
要
望
が
高
い
室
場
保
育

園
と
知
的
障
害
児
通
園
施
設
の
複
合
施
設

で
あ
り
ま
す
（
仮
称
）
室
場
こ
ど
も
園
の

第
一
期
工
事
と
し
て
、
　
年
度
は
保
育
園

２３

棟
の
建
設
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
の
よ
う
な
猛
暑
か

ら
園
児
の
体
力
低
下
を
防
止
す
る
た
め
、

保
育
園
の
保
育
室
へ
の
空
調
設
置
を
段
階

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
４
月
の
利
用
開
始
を
目
指

し
て
、
建
設
を
進
め
て
い
る
施
設
も
多
く

あ
り
ま
す
。
親
し
み
や
す
い
外
観
に
改
築

さ
れ
ま
す
中
央
児
童
館
は
、
延
床
面
積
が

２
倍
に
広
が
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な

遊
び
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
施

設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
平
坂
東
部
土

地
区
画
整
理
地
区
内
で
は
、
社
会
福
祉
法

人
せ
ん
ね
ん
村
が
建
設
・
運
営
す
る
定
員

１
２
０
人
の
「
矢
田
つ
ぼ
み
保
育
園
」
が

開
園
さ
れ
、
米
津
保
育
園
隣
接
地
と
中
畑

保
育
園
敷
地
内
で
は
、
新
た
な
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
学
校
教
育
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
　
こ
の
　
年
間
、
文
部
科
学
省
の
方
針
の

１０

も
と
様
々
な
学
力
向
上
策
が
図
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
最
近
で
は
「
ゆ
と
り
教
育
」
が

見
直
さ
れ
、
基
礎
・
基
本
の
知
識
を
固
め

直
そ
う
と
学
び
の
量
を
増
や
す
方
向
に
急

速
に
か
じ
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
　
月
１２

に
各
国
の
　
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

１５

て
実
施
さ
れ
た
学
力
到
達
度
調
査
で
は
、

日
本
の
子
ど
も
が
苦
手
と
し
て
き
た
「
読

解
力
」
の
分
野
を
始
め
、
下
降
し
て
い
た

「
数
学
」
と
「
科
学
」
も
下
げ
止
ま
り
に

な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
く
、
教
育
界

に
と
っ
て
朗
報
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

本
市
の
教
育
活
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
家
庭
で
し
つ
け
、
学
校
で
教
え
、
地
域

で
育
て
る
」
と
い
う
考
え
方
を
基
本
に
、

健
全
な
児
童
生
徒
の
育
成
と
学
力
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
年
度
は
、
矢
田
小
学
校
の
校
舎
増
築

２３
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
校
区

内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
平
坂
東
部
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
に
よ
り
児
童
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
室
不

足
を
解
消
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
、

普
通
教
室
５
室
、
児
童
会
室
な
ど
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
夏
場
の
猛
暑
対
策
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
　
年
度
か
ら
小
中
学
校

２３

の
教
室
に
天
井
扇
風
機
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
便
器
の
洋
式
化
や
老
朽
化
に
よ
る

衛
生
設
備
の
改
修
な
ど
ト
イ
レ
整
備
を
継

続
し
、
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
小
学
１
・
２
年
生
と
中
学
１
年
生

の
ク
ラ
ス
で
実
施
し
て
い
る
少
人
数
指
導

教
員
の
配
置
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た

め
の
教
育
補
助
者
と
発
達
障
害
児
童
を
ケ

ア
す
る
た
め
の
学
級
適
応
支
援
者
、
さ
ら

に
、
小
中
学
校
に
配
置
す
る
学
校
司
書
を

●（仮称）室場こども園完成予想●（仮称）室場こども園完成予想図図
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１１３３ 平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号広広報報

　
第
４
の
施
策
は
「
安
心
で
き
る
暮
ら
し

を
支
え
る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
日
頃
か
ら
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
を
念
頭
に
お
い
て
市
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
人
が
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
に
は
、
何
よ
り
も
安
心

で
き
る
暮
ら
し
が
大
前
提
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
特
に
地
域
医
療
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
７
月
に
開
設
い
た
し
ま
し

た
西
尾
幡
豆
休
日
診
療
所
と
二
次
救
急
病

院
で
あ
る
西
尾
市
民
病
院
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
て
連
携
を
図
り
、
満
足
度
の
高

い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
西
尾
市
民
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
　
月
に
「
信
頼
と
安
心
・
西
尾
市
民
病

１０
院
の
将
来
を
考
え
る
会
」
か
ら
「
西
尾
市

民
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
西
尾
市
民
病

院
に
対
す
る
要
望
を
聞
く
会
」
か
ら
も
医

師
の
増
員
や
救
急
医
療
の
充
実
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

病
院
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
医

師
や
看
護
師
の
労
働
環
境
の
改
善
や
医
療

機
器
の
整
備
な
ど
、
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
励
む
と
と
も
に
、
医
師
や
看
護
師

等
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
特
に
医
師
不
足
は
深
刻
な
状
況

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
大
学
医
局
と

粘
り
強
く
交
渉
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
面
で
は
、
人
工
透
析
を
行
う
血
液
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
現
在
進
め
て
お
り
、

患
者
の
受
け
入
れ
に
万
全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
健
康
づ
く
り
で
は
、
地
域
住
民
の

健
康
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応

す
る
た
め
、
各
種
健
康
診
査
や
検
診
及
び

予
防
接
種
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

が
ん
検
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
疾
病
の
早

期
発
見
を
促
進
す
る
た
め
、
肺
が
ん
や
結

核
検
診
の
対
象
者
を
現
行
の
　
歳
以
上
か

４０

ら
　
歳
以
上
に
拡
大
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

２０
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
年
齢

ま
で
の
女
子
を
対
象
に
し
た
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
や
５
歳
未
満
児
を
対
象
に

し
た
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
国
の
基
準
に
基

づ
き
無
料
と
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。
　
年
度
は
第
４
期
高
齢
者
福
祉
計

２３

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
仕
上
げ
の
年

で
あ
り
、
計
画
に
基
づ
き
、
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
の
整
備
に
対
し
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国
が
行
う
　
年
２４

度
介
護
保
険
制
度
改
正
の
動
き
を
注
視
し

な
が
ら
、
高
齢
者
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
調
査

に
基
づ
い
た
第
５
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
高
齢
者
医
療
で
は
、
新
た
な
制
度
の
あ

り
方
が
国
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
動

き
に
も
十
分
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
　
月
に
開
設
い
た
し
ま
し

１０

た
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
め
だ
か
工
房

で
は
、
障
害
者
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し

た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
相
談
支
援
や
創
作
的
活

動
及
び
生
産
活
動
な
ど
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
委
託
先
と
連
携
し
な

が
ら
、
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
を
図
り
、

よ
り
よ
い
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
福
祉
計
画
・
障
害
者
福

祉
計
画
の
改
訂
を
行
い
、
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
５
の
施
策
は
「
安
全
と
う
る
お
い
の

あ
る
環
境
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
取
り
組 ●地域活動支援センターめだか工●地域活動支援センターめだか工房房

（熊味町（熊味町））

新
市
全
体
に
拡
充
し
配
置
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
ま
た
、
合
併
記
念
事
業
と
い
た
し
ま
し

て
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
流
プ
レ
イ
ヤ

ー
の
公
開
試
合
（
デ
ン
ソ
ー
×
東
レ
）
の

開
催
や
新
市
全
体
を
網
羅
し
た
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
大
会
を
実
施
し
、
合
併
へ
の
再
認
識

と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
　
西
尾
市
と
幡
豆
郡
３
町
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
培
わ
れ
て
き
た
歴
史
や
文
化
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
新
市
に

な
っ
て
か
ら
も
大
切
に
保
存
・
伝
承
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
住
民

や
団
体
の
皆
様
が
主
体
と
な
る
保
存
活
動

に
対
し
ま
し
て
は
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

伝
統
が
継
承
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　　　 と 　　　 と 　　　 がとけあい　
自
然

人
々

文
化

心豊かに暮らせるまち



み
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
　
月
の
第
　
回
国
連
気
候
変
動
枠

１２

１６

組
み
条
約
締
約
国
会
議
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
　
で
は
、

１６

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
激
し
い
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ア
メ

リ
カ
や
中
国
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
主
要

排
出
国
が
加
わ
る
新
た
な
温
暖
化
対
策
の

枠
組
み
と
し
て
「
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
」

の
早
期
策
定
を
目
指
す
決
議
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
国
で
は
本
年
　
月
か
ら

１０

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
応
じ
て
石
油
や

石
炭
に
課
税
す
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
税
」

を
導
入
す
る
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

　
環
境
問
題
は
全
世
界
で
取
り
組
む
べ
き

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
地
球
の
将
来
の
た

め
、
家
庭
や
地
域
レ
ベ
ル
で
出
来
る
限
り

の
対
策
を
取
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し

て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
低
公
害
車
の

新
車
登
録
に
対
す
る
補
助
制
度
を
新
設
す

る
と
と
も
に
、
化
石
燃
料
に
代
わ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
と
し
て
、

太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
に
対
す
る
補
助

制
度
を
引
き
続
き
実
施
す
る
な
ど
、
低
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
現
行
の
「
西
尾

市
環
境
基
本
計
画
」
を
見
直
し
、
今
後
推

進
す
べ
き
施
策
や
環
境
目
標
を
新
た
に
設

定
し
、
環
境
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
緑
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
要
望
の
高
い
「
親
子
で
楽
し
め
る
公

園
」
の
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
今
あ
る
自
然
を
壊
す
の
で
は

な
く
出
来
る
限
り
活
か
し
な
が
ら
、
自
然

を
大
切
に
す
る
心
が
養
え
る
公
園
を
目
指

し
、
隣
接
す
る
「
道
の
駅
に
し
お
岡
ノ
山
」

や
古
川
緑
地
へ
の
動
線
が
確
保
で
き
る
よ

う
愛
知
県
と
引
き
続
き
協
議
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
「
愛
知
こ
ど
も
の
国
」
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
楽
し
め
る

よ
う
に
老
朽
化
し
た
遊
具
等
の
更
新
を
県

に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
緑
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
　
年
度
に
西

２２

尾
小
学
校
及
び
花
ノ
木
小
学
校
の
２
校
で

校
庭
の
芝
生
化
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
の

一
環
と
し
て
、
環
境
意
識
を
高
め
る
の
に

役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
運
動
能
力
の
向

上
や
情
操
教
育
の
推
進
、
維
持
管
理
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
た
地
域

力
の
醸
成
に
有
効
な
事
業
で
あ
り
ま
す
の

で
、
　
年
度
は
八
ツ
面
保
育
園
で
実
施
で

２３

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
防
災
対
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
　
本
市
は
東
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
強

化
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
　
年
以
内

３０

に
東
海
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
　
％
以

８７

上
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
行
政
の
重

要
な
役
割
は
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

こ
と
で
あ
り
、
新
市
の
消
防
・
防
災
力
の

向
上
の
た
め
に
市
域
全
体
の
安
心
安
全
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
災

害
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

行
政
な
ど
の
「
公
助
」
に
よ
る
対
応
が
遅

れ
る
こ
と
は
過
去
の
災
害
例
か
ら
見
て
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
身
は

ま
ず
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
の
精
神
と

お
互
い
が
助
け
合
う
「
共
助
」
の
気
持
ち

が
、
市
民
全
体
に
行
き
渡
る
よ
う
に
自
主

防
災
会
組
織
な
ど
を
通
じ
て
引
き
続
き
啓

発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
市
発
足
後
速
や
か
に
、
地

域
防
災
計
画
や
国
民
保
護
計
画
を
改
定
し
、

総
合
防
災
力
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
消
防
力
の
強
化
で
は
、
　
年
度
に
化
学

２３

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
災
害
対
応
特
殊
救

急
自
動
車
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
通
信

指
令
施
設
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
　
年
２５

度
の
整
備
に
向
け
て
高
機
能
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
の
基
本
設
計
や
、
　
年
度
の
運
用

２６

を
目
指
し
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の

電
波
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
非
常
備
の
消
防
団
に
は
団
長
等

で
構
成
す
る
連
合
会
を
設
置
し
、
常
備
消

防
と
連
携
を
保
ち
相
互
協
力
の
も
と
災
害

等
か
ら
市
民
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
６
の
施
策
は
「
市
民
と
行
政
が
共
に

考
え
、
行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
「
市
政
の
中
心
は
市
民
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

国
や
県
に
物
申
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
も
、

行
政
の
現
場
を
預
か
る
者
と
し
て
、
市
民

の
福
祉
向
上
を
政
策
で
実
現
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
政
治
姿
勢

は
今
後
も
引
き
続
き
貫
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
新
た
に
「
市
民
協
働
課
」
を
設
置
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
町
内
会
な
ど
の
市

民
活
動
を
支
援
す
る
窓
口
を
集
約
い
た
し

ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
例
と
し
て
、

４
月
１
日
に
は
現
在
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
が
「
に
し
お
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
新
た

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
地
域
で
活
動

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
次
に
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
「
効
率
」
「
透
明
」
「
専
門
」
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要
望
は
年
々
多
様
化
し
て
お
り
、
業
務
量

は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
行
財

政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
の
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
ず
真
に
市
民
に
必
要
な
事

業
を
大
所
高
所
で
判
断
し
、
私
が
先
頭
に

立
ち
取
り
組
む
決
意
で
す
。

　
新
市
の
組
織
機
構
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　
部
　
課
と
３
支
所
を
計
画
し
て
お
り
ま

１２

５４

し
て
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
小
回
り
の

き
く
ス
リ
ム
な
組
織
を
掲
げ
、
き
め
細
や

か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
第
一
に
考

え
ま
し
た
。
ま
た
、
「
公
共
施
設
対
策
」

の
ほ
か
に
「
債
権
整
理
対
策
」
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、
合
併
の
効

果
が
早
期
に
生
み
出
せ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
市
の
総
合
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
西
尾
幡
豆
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
提
言

書
」
及
び
「
新
市
基
本
計
画
」
を
踏
襲
し

つ
つ
、
広
く
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
な
が

ら
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
新
年
度
に
向
け
て
私
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
７
月
、
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、

失
わ
れ
た
「
信
」
を
取
り
戻
す
べ
く
、
関

係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
市
政
運
営
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
西
尾

市
と
幡
豆
郡
３
町
と
の
合
併
が
私
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
と
考
え
真
摯
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
「
合
併
」
と
い
う
大

き
な
目
標
に
挑
み
、
困
難
な
状
況
も
職
員

と
と
も
に
知
恵
を
絞
り
乗
り
切
っ
て
き
ま

し
た
。
新
市
発
足
を
目
前
に
控
え
、
私
が

こ
こ
で
唱
え
た
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
融
和
」

で
あ
り
ま
す
。
西
尾
市
、
一
色
町
、
吉
良

町
お
よ
び
幡
豆
町
の
住
民
の
皆
様
や
議
員
、

職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
に
信
頼
関
係
を

築
き
上
げ
な
が
ら
、
い
ち
早
く
融
け
こ
み

調
和
す
る
こ
と
で
、
新
「
西
尾
市
」
元
年

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
６
月
、
７
年
間
の
歳
月
を
か
け
て

　
億
キ
ロ
の
旅
を
終
え
、
奇
跡
的
に
地
球

６０に
帰
還
し
た
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

は
、
世
界
中
に
大
き
な
感
動
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
「
は
や
ぶ
さ
」
に
は
人
々
を
魅

了
す
る
物
語
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目

は
、
困
難
な
目
標
に
挑
み
絶
望
的
な
状
況

を
チ
ー
ム
全
員
の
知
恵
と
努
力
で
何
度
も

切
り
抜
け
、
つ
い
に
帰
還
に
至
っ
た
こ
と

で
す
。
２
つ
目
は
、
は
や
ぶ
さ
の
部
品
の

多
く
は
も
の
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
中
小

企
業
が
製
作
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
の

技
術
力
の
高
さ
を
発
揮
し
、
見
事
に
帰
還

を
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
全
国
の
中
小
企
業

で
働
く
人
々
に
夢
と
勇
気
を
与
え
た
こ
と

で
す
。
は
や
ぶ
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
率
い

た
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

／
ジ
ャ
ク
サ
）
の
川
口
淳
一
郎
教
授
は
、

２
０
０
５
年
、
小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」
に

「
は
や
ぶ
さ
」
が
着
陸
し
た
時
に
『
高
い

塔
を
建
て
て
そ
こ
へ
の
ぼ
っ
て
み
れ
ば
新

た
な
地
平
が
見
え
る
も
の
だ
。
そ
の
よ
う

な
塔
を
自
ら
建
て
る
と
い
う
意
識
を
鼓
舞

し
た
と
い
う
点
で
「
は
や
ぶ
さ
」
に
は
意

味
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
』
と
い
う

言
葉
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
政
府
の
来
年

度
予
算
の
概
算
要
求
に
も
「
は
や
ぶ
さ
２
」

の
開
発
費
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
川
口
教
授
の
言
葉
は
「
は
や
ぶ
さ
」

の
帰
還
は
終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
宇
宙
分
析
ス
ト
ー
リ
ー
の
「
最
初

の
一
歩
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
合
併
」
を
新
市
の
輝
か
し
い
「
最
初

の
一
歩
」
と
し
て
、
将
来
へ
の
サ
ク
セ
ス

ス
ト
ー
リ
ー
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
に
、

ま
た
住
民
の
皆
様
に
夢
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
私
は
粉
骨
砕
身
の
想
い

で
市
政
運
営
の
か
じ
を
取
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

私
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
具
体
策
と
い

た
し
ま
し
て
新
た
に
行
財
政
改
革
大
綱
と

実
行
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

こ
で
私
が
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
３
点

あ
り
ま
す
。
１
点
目
は
定
員
管
理
の
適
正

化
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
職
員
数
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
合
併
後
の
業

務
量
を
見
極
め
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
２
点
目
は
公
共
施
設
の
効
率
的
な

運
営
で
す
。
新
市
全
域
で
公
共
施
設
を
適

切
に
配
置
す
る
た
め
、
公
共
施
設
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
て
、
施

設
の
あ
り
方
や
運
営
方
法
な
ど
の
施
設
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
ま
す
。
３
点
目
は

限
ら
れ
た
人
と
予
算
を
有
効
に
投
入
す
る

手
段
と
し
て
「
事
業
仕
分
け
」
を
実
施
し
、

「
選
択
と
集
中
に
よ
る
予
算
配
分
」
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
行
政
に
対
す
る
市
民

　　　 と 　　　 と 　　　 がとけあい　
自
然

人
々

文
化

心豊かに暮らせるまち



西尾市議会議員増員選挙を行いま西尾市議会議員増員選挙を行いますす

　１市３町の合併に伴い、西尾市議会議員増員選挙

を行います。投開票を行うのは、一色選挙区（一色

町）、吉良選挙区（吉良町）、幡豆選挙区（東幡豆

町、西幡豆町、鳥羽町、寺部町）のみで、選挙人名

簿作成時に住んでいる選挙区で定められた期日前投

票所、投票所でのみ投票できます。

●立候補届出書類の事前審査

日時　４月１２日昇～１４日昭

場所　市役所４１会議室

●選挙期日の告示日　４月１７日掌

●立候補の届け出

日時　４月１７日掌　午前８時３０分～午後５時

場所　市役所５１会議室

●期日前投票

日時　４月１８日捷～２３日松　午前８時３０分～午後８

時

※期間の後半は混み合う可能性があります。

場所　 ▼一色選挙区…一色支所第４会議室（１階）

　 ▼吉良選挙区…吉良支所第1会議室（１階）　

▼幡豆選挙区…幡豆支所中会議室（２階）

●投票　

日時　４月２４日掌　午前７時～午後８時。ただし、

佐久島投票区は午前７時～午後７時。

場所　指定された投票所

●開票

日時　４月２４日掌　午後９時

場所　 ▼一色選挙区…一色健康センター　 ▼吉良選

挙区…吉良町公民館　 ▼幡豆選挙区…幡豆いきい

きセンター

問合先　西尾市選挙管理委員会（総務課内）

新にしお産業物産フェアを開催しま新にしお産業物産フェアを開催しますす

　「融和と調和」をテーマに約 １ ２ ０ の事業所や組合

による産業物産展を行います。また、特別講演会や

サイエンスショー、杉浦貴之氏＆市内中学生合唱隊

ライブなども開催します。

日時　５月２８日松・２９日掌　午前１０時～午後４時

場所　総合体育館敷地内　

▼シャトルバスで来場する場合…市役所や名鉄西

尾駅、アイシン・エーアイ叙社員駐車場（西浅

井町）と会場を結ぶシャトルバスが巡回します。

当日は市役所北側駐車場とアイシン・エーアイ

叙社員駐車場、西尾信用金庫本店駐車場（寄住

町）を開放します。コースは下記のとおりです。

①名鉄西尾駅東側ロータリー⇔市役所北側駐車

場⇔総合体育館

②アイシン・エーアイ叙社員駐車場⇔総合体育

館

▼自家用車で来場する場合…総合体育館第１・２

駐車場をご利用ください。

入場料　無料（サイエンスショーは有料）

共催　一色町商工会、吉良町商工会、幡豆町商工会、

鋤西尾幡豆青年会議所

後援　西尾市など

主催・問合先　西尾商工会議所（緯５６・５１５１／寄住

町若宮３７）

●特別講演会「今後の自動車産業の動向と新生西尾市

に望むこと」

日時　５月２８日松　１０時３０分～正午

講師　トヨタ自動車叙副会長　渡辺 捷  昭 氏
かつ あき

定員　 ５ ０ ０ 人（先着順）

参加料　無料

申込先　４月４日捷から電話で西尾商工会議所、一色

町商工会（緯７２・８２７６／一色町前野新田３４）、吉良

町商工会（緯３２・１１４１／吉良町吉田大切間１７ー１１）、

幡豆町商工会（緯６２・３１０５／寺部町林添８９ー１）へ。

●米村でんじろう「サイエンスショー」

日時　５月２９日掌　①午後１時１５分～２時１５分　②午

後２時４５分～３時４５分

定員　各回 ５ ０ ０ 人（先着順）

入場料　 ７ ０ ０ 円（会場で使える ２ ０ ０ 円分の金券付き）

申込先　４月４日捷から入場料を添えて、直接西尾商

工会議所、一色町・吉良町・幡豆町の各商工会へ。

▼

新
に
し
お
産
業
物
産
フ
ェ
ア
会

場
周
辺
図
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子宮頸がんの予防子宮頸がんの予防接接種費用を助成しま種費用を助成しますす

　市では、２３年度も引き続き子宮頸がん予防接種の

費用を全額助成します。

●ワクチンの供給が不足しています

　ワクチンの供給不足のため、当分の間初回の接種

を差し控え、すでに接種を開始したかたへの２・３

回目の接種を優先します。

対象　平成７年４月２日～１１年４月１日生まれ（中

学１年生～高校１年生）の女性。また、平成６年

４月２日～７年４月１日生まれ（高校２年生）で、

２３年３月３１日までに市の助成で子宮頸がん予防接

種を受けたかたの残りの回数の接種も助成の対象

です。

※平成６年４月２日～７年４月１日生まれ（高校

２年生）で、２３年３月３１日までに接種を希望し

ても受けられなかったかたの接種も、当分の間

助成の対象とします。

助成期限　４月１日晶～２４年３月３１日松

接種場所　指定医療機関（下表のとおり）

接種方法　指定医療機関へ事前に予約し、接種を受

けてください。

標準的な接種回数　３回　

持ち物　母子健康手帳、保険証、接種済証

その他　①接種には保護者の同伴が必要です　②指

定医療機関以外では助成を受けられません。

◆ヒブと小児用肺炎球菌の予防接種について

　２３年度も引き続きヒブと小児用肺炎球菌の予防接

種の費用を全額助成しますが、３月より接種の実施

を見合わせています。接種の再開や接種内容の変更

など、状況に変化があった場合は市ホームページな

どでお知らせします。

問合先　西尾市保健センター（緯５７・０６６１）、吉良

保健センター（緯３２・３００１）

▼指定医療機関一覧　

電　話医　　療　　機　　関　　名

緯５２・９００１あいちリハビリテーション病院（江原町）

西
　
尾
　
地
　
区

緯５４・３３１８浅井内科（戸ケ崎二丁目）

緯５４・３６３１石川内科（今川町）

緯５８・８１００いながき内科（上矢田町）

緯５４・１１８８稲垣レディスクリニック（横手町）

緯５９・６１４８大見医院（平坂町）

緯５９・８８８８奥山医院（巨海町）

緯５２・１０５１加藤医院（駒場町）

緯５７・２６０７加藤医院（錦城町）

緯５６・３３０８加藤眼科医院（矢曽根町）

緯５６・３３０９加藤耳鼻咽喉科医院（矢曽根町）

緯５４・９９００かとう皮フ科（徳次町）

緯５９・５５００こどもクリニック宮地医院（寺津町）

緯５９・６５５１こんどう内科（羽塚町）

緯５６・８５５８榊原泌尿器科内科クリニック（米津町）

緯５６・１６００四方乳腺胃腸クリニック（錦城町）

緯５６・８１７７宍戸整形外科（塩町）

緯５４・６０３３定塚メンタルクリニック（高畠町）

緯５９・４１１７杉浦クリニック（中畑一丁目）

緯６４・３８００すずきクリニック（矢曽根町）

緯５６・２２６１高浜内科（上町）

緯５５・０１５５鳥山クリニック（新在家一丁目）

緯５４・３１１５なかざわ記念クリニック（寄住町）

緯５６・３１７１西尾市民病院（熊味町）

電　話医　　療　　機　　関　　名

緯５７・５１３８西尾病院（和泉町）

西
　
尾
　
地
　
区

緯５２・１０１７長谷医院（米野町）

緯５５・０００１ひできクリニック（八ツ面町）

緯５４・１２１２前田クリニック（吾妻町）

緯５９・６１６８槇坪医院（平坂町）

緯５６・０２２０三村医院（住吉町）

緯５６・１１６０やすい小児科（熊味町）

緯５６・８５１１山尾病院（桜木町）

緯５４・８００８山岸クリニック（永吉一丁目）

緯５６・３２４５山田産婦人科（若松町）

緯５８・０３１１山本クリニック（羽塚町）

緯７３・４０３０神谷整形外科（一色町松木島）

一
  色
  地
  区

緯７９・１４１４佐久島診療所（一色町佐久島）

緯７２・１７０１高須病院（一色町赤羽）

緯７２・８０５０深見胃腸科（一色町前野）

緯７２・２０１０深見クリニック（一色町松木島）

緯７２・０９０９三矢クリニック（一色町治明）

緯３２・０２４０石川医院（吉良町吉田）吉
良
地
区

緯３２・０１５１山川医院（吉良町吉田）

緯３５・７１１１れん内科クリニック（吉良町木田）

緯６３・４１５５酒井クリニック（西幡豆町寺後）
幡
 豆
 地
 区

緯６２・５１１５徳永外科内科（鳥羽町未新田）

緯６２・５５８８幡豆クリニック（東幡豆町彦田前）

緯６２・４８２８ヤマザキメディカルクリニック（西幡豆町山副）
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対象　市内在住または在勤のかた

▼鵜一般なぎなた教室…小・中学生も参加可

▼丑碓親子ふれあい体操…独り歩きができる乳幼

児を対象

▼浦中級水泳…１５ｍ以上泳げる幼児を対象

▼瓜閏親子リズム運動…２０年４月２日～２１年４月

１日生まれのお子さんを対象

▼叡親子トリム＆エアロ…就園前で、独り歩きが

できるお子さんを対象

参加料　

▼陰～碓、瓜～営＝ ３ ，０ ０ ０ 円　

▼渦～浦＝ ４ ，５ ０ ０ 円

▼臼＝ ２ ，７ ０ ０ 円　

　※傷害保険料を含む。

申込期間　４月９日松～２４日掌。ただし、捷を除く。

申込方法　申込書を記入の上、直接総合体育館（緯

５４・７７６１）、中央体育館（緯５５・０３０５）、鶴城体

育館（緯５４・０００２）、一色Ｂ＆Ｇ海洋センター

（緯７３・６１８７）、幡豆公民館（緯６３・０１２9）、吉

良町公民館（緯３２・２１５１）、へ。

その他　申込期間内に定員を超えた場合は、４月２７

日昌午前１０時から総合体育館で公開抽選を行い、

後日結果を郵送します。

問合先　スポーツ課振興担当（緯５４・０００２／総合体

育館内）、一色Ｂ＆Ｇ海洋センター、吉良町公民

館、幡豆公民館

春期スポーツ教室の受講者を募春期スポーツ教室の受講者を募集集

講    師定員場　   　所時  　間期間・曜日・回数コ  ー  ス  名対象地区

山根洋子氏３０人総合体育館
午前９時３０分～

１１時３０分

５月１０日～７月２６日

毎回火曜日　全１０回
陰バレーボール

女
性

西
尾
地

西
尾
地
区区

森川 慶  子 氏
けい こ

〃〃〃〃隠バドミントン

石川孝子氏〃〃〃
５月１１日～７月１３日

毎週水曜日　全１０回
韻卓球

榊原節子氏〃〃〃〃吋健康体操

市川妙子氏〃〃〃
５月１３日～７月２９日

毎回金曜日　全１０回
右エアロビクス

河村昌昭氏〃市民運動広場テニスコート〃
５月１２日～７月１４日

毎回木曜日　全１０回
宇硬式テニス

林正孝氏〃西尾公園テニスコート〃
５月１１日～７月１３日

毎週水曜日　全１０回
烏ソフトテニス

神谷 昭  賢 氏
あき まさ

〃総合体育館
午後６時４５分～

８時４５分
〃羽バドミントン

一
般
（
高
校
生
以
上
）

尾﨑健二氏〃〃〃〃迂卓球

飯野優子氏〃〃〃〃雨エアロビクス

河村 友  貴 氏
とも たか

〃市民運動広場テニスコート
午前９時３０分～

１１時３０分

５月１３日～７月１５日

毎回金曜日　全１０回
卯硬式テニス

近藤 子氏〃総合体育館
午後１時３０分～

３時３０分

５月１４日～７月２３日

毎回土曜日　全１０回
鵜なぎなた

杉浦 勝 氏
まさる

〃〃
午後２時３０分～

４時３０分
〃窺ラージボール卓球

れい　こ

広広報報平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号 １１８８



講    師定員場  　    所時 　 間期間・曜日・回数コ  ー  ス  名対象地区

中村 里  佳 氏
り か

柵木真里子氏
３０組総合体育館午前１０時～正午

５月１０日～７月１２日

毎週火曜日　全１０回

丑親子ふれあい体操

（火曜日コース）親
　
子

西
尾
地

西
尾
地
区区

〃〃〃〃
５月１２日～７月１４日

毎週木曜日　全１０回

碓親子ふれあい体操

（木曜日コース）

加藤由香氏３０人ホワイトウェイブ２１〃
５月１０日～７月１２日

毎回火曜日　全９回
臼水中フィットネス一

般

関口由美子氏１４人
一色Ｂ＆Ｇ海洋センター

プール

午後４時３０分～

５時２０分

５月１１日～８月２４日

毎回水曜日　全１５回
渦年少児水泳

幼
児

一
色
地

一
色
地
区区

磯谷 治  代 氏
はる よ

１６人〃
午後４時３０分～

５時３０分

５月１２日～８月２５日

毎回木曜日　全１５回
嘘年中児水泳

杉浦葉子氏１８人〃〃
５月６日～８月１９日

毎回金曜日　全１０回
唄年長児水泳

関口由美子氏〃〃
午後１時３０分～

２時３０分

５月７日～８月２０日

毎回土曜日　全１５回

欝年長児＆年中児水

泳

杉浦葉子氏２０人〃
午後２時３０分～

３時３０分
〃

蔚初級水泳（Ａコー

ス）

小
学
生

磯谷治代氏〃〃
午後５時３０分～

６時３０分

５月６日～８月１９日

毎回金曜日　全１５回

鰻初級水泳（Ｂコー

ス）

関口由美子氏〃〃〃
５月１２日～８月２５日

毎回木曜日　全１５回

姥初級水泳（Ｂコー

ス）

尾﨑早苗氏〃〃〃
５月１１日～８月２４日

毎回水曜日　全１５回

厩初級水泳（Ｃコー

ス）

山田真二氏２５人〃午後６時～７時
５月７日～８月２０日

毎回土曜日　全１５回
浦中級水泳

鈴木香織氏２５組
一色Ｂ＆Ｇ海洋センター

アリーナ

午前９時３０分～

１０時３０分

５月１２日～７月１４日

毎週木曜日　全１０回

瓜親子リズム運動

（うさぎちゃん）
親
子

鈴木由香氏〃〃
午前１０時４５分～

１１時４５分
〃

閏親子リズム運動

（ひよこちゃん）

伴野さゆり氏１０人コミュニティ公園午後２時～３時
５月２５日～７月２７日

毎週水曜日　全１０回

噂バレエエクササイ

ズ
女
性

吉
良
地

吉
良
地
区区

藤吉広美氏２０人吉良町公民館
午後７時３０分～

８時３０分

５月２７日～７月２９日

毎週金曜日　全１０回
云ピラティス

星野光子氏１５人〃〃
５月１８日～８月３日

毎回水曜日　全１０回

運フープブーンエア

ロ

一
般

 三  樹 ひろみ氏
みつ ぎ

２０人〃
午後７時３０分～

８時５０分

５月１９日～７月２１日

毎週木曜日　全１０回
雲ダンベルビクス

尾﨑 威  津  男 氏
い つ お

〃吉良中学校卓球場午後７時～９時
５月２３日～７月２５日

毎週月曜日　全１０回
荏ラージボール卓球

大竹 一  哲 氏
かず ひろ

〃吉良テニスコート
午後７時３０分～

９時

６月１日～８月３日

毎週水曜日　全１０回

餌硬式テニス（初級

者）

鈴木浩子氏２５組吉良野外趣味活動施設
午前１０時～１１時

３０分

５月１９日～７月２１日

毎週木曜日　全１０回

叡親子トリム＆エア

ロ
親
子

石川孝子氏２５人吉良中学校卓球場午後７時～９時
５月２０日～７月２２日

毎週金曜日　全１０回
営卓球

小
学
生

１１９９ 平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号広広報報



小・中学校などの体育施設の利用団体の登録を開小・中学校などの体育施設の利用団体の登録を開始始

　市では、市内の小・中学校などの体育施設をスポ

ーツ活動のため開放しています。施設を利用するに

は４月１日晶から開始する団体登録が必要です。

対象団体　１０人以上の市内在住または在勤のかたで

構成され、成人の利用責任者がいる団体

　※２２年度に登録した団体も改めて登録が必要です。

開放校・場所など　左ページ表のとおり

団体登録受付開始日　４月９日松

団体登録方法　会員名簿、スポーツ傷害保険への加

入を証明する書類を持参の上、利用する施設があ

る地区の受付場所へ。登録証を発行します。

受付場所　 ▼西尾地区…総合体育館（緯５４・７７６１）

▼一色地区…一色Ｂ＆Ｇ海洋センター（緯７３・

６１８７）　 ▼吉良地区…吉良町公民館（緯３２・２１５１）

▼幡豆地区…幡豆公民館（緯６３・０１２９）

※登録した地区の施設が利用可能。複数地区の施

設を利用する場合、地区ごとの登録が必要です。

利用手続き　利用日の７日前までに登録証を持参の

上、利用する施設がある地区の受付場所へ。

２３年度の利用申込開始日

▲

２３年４・５月分…４月９日松　

▲

２３年６・７月分…５月２１日松　

▲

２３年８・９月分…７月１６日松　

▲

２３年１０・１１月分…９月１７日松　

▲

２３年１２月分、２４年１月分…１１月１９日松

▲
２４年２・３月分…２４年１月２１日松

利用日　毎日（西尾地区の運動場のナイター施設の

利用期間は４～１１月）

　※学校使用などで利用できない場合があります。

利用時間　

●小学校　午後６時～９時

▼三和小学校と幡豆小学校体育館の松掌は午前９

時～午後９時。

▼７・８月の西尾地区の体育館は午後６時３０分～

９時３０分。

●中学校

▼西尾地区…午後６時３０分～９時。ただし、７・

８月の体育館は午後６時３０分～９時３０分。
▼佐久島中学校…午後６時～９時

▼吉良中学校…４月～９月＝午後７時～９時、１０

月～翌年３月＝午後６時～９時

▼幡豆中学校…午後７時～９時。ただし、武道場

の松掌は午前９時～午後９時。

●高等学校（西尾地区）　３月～９月＝午後７時３０

分～９時３０分、１０月～翌年２月＝午後７時～９時

利用頻度　原則として１団体につき１週間に１回

その他　①利用者は全員スポーツ傷害保険に加入し

ていただきます　②市教育委員会が適当と認めれ

ば、左表の利用種目以外でも利用できます　③用

具は原則として利用者が用意してください。

問合先　スポーツ課振興担当（緯５４・０００２／総合体

育館内）または各受付場所。

　耐震化のため建て替えを行ってい

た中央児童館が、３月２３日にリニュ

ーアルオープンしました。お子さん

の健全な遊びの場として、ぜひご利

用ください。

対象　中学生以下のお子さんとその

保護者。小学生未満のお子さんが

来館する場合は保護者同伴。

開館日時　火曜日～日曜日　午前９

時～午後５時。ただし、祝日の翌

日と年末年始を除く。

活動内容　①児童厚生員による遊び

などの指導　②親子リズム（幼児

とその保護者を対象）…第１・３

金曜日　③親子であそぼう（幼児

とその保護者を対象）…第２・４

金曜日　④いっしょにあそぼまい

（小学生を対象）…月１回

利用料　無料

問合先　中央児童館（緯５７・５６６１／

鶴ケ崎町６－２）

◆そのほかの児童館もご利用くださ

い

　①一色児童センター（緯７４・２８００）

　②吉良児童館（緯３２・３００１）

　③幡豆児童館（緯６３・０１３１）

３３月月２２３３日に中央児童館がリニューアルオープ日に中央児童館がリニューアルオープンン

▼

中
央
児
童
館
周
辺
図
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▼地区・学校別利用種目

使 用 料利　用　種　目施  設開　放　校

西尾地西尾地区区

３，０５０円'"運動場
西尾小学校

４００円%R体育館

４００円%R体育館花ノ木小学校

４００円%R>体育館八ツ面小学校

４００円%R体育館鶴城小学校

４００円%R>体育館西野町小学校

４００円%TU体育館米津小学校

４００円%R体育館中畑小学校

４００円%R>体育館平坂小学校

４００円%R>体育館矢田小学校

４００円%R体育館寺津小学校

４００円%R>体育館福地南部小学校

４００円%R体育館福地北部小学校

３００円%TU体育館室場小学校

４００円%R体育館三和小学校

３００円%TR体育館西尾中学校

３，０５０円'"運動場

平坂中学校
４００円%RT体育館

３００円>I武道場

３００円U卓球場

３，０５０円'"運動場
寺津中学校

４００円%TU体育館

３，０５０円'"運動場

福地中学校
４００円%RT体育館

３００円>I武道場

３００円U卓球場

３００円%T体育館東部中学校

４００円%RT>体育館西尾高等学校

４００円%T>体育館西尾東高等学校

%…バレーボール、T…バスケットボール、'…ソフトボール・ 軟式野球、"…サッカー、
U…卓球R…バドミントン、>…剣道・柔道、;…エアロビクス・体操

※バレーボール
　は女子のみ。

使 用 料利 用 種 目施  設開　放　校

一色地一色地区区

１，０００円'"運動場
一色中部小学校

３００円%R体育館

１，０００円'"運動場
一色東部小学校

３００円%R体育館

１，０００円'"運動場
一色西部小学校

３００円%R体育館

１，０００円'"運動場
一色南部小学校

３００円%R体育館

１，０００円'"運動場佐久島小学校

佐久島中学校 ３００円%R体育館

吉良地吉良地区区

４００円%R体育館

横須賀小学校
３００円;ゆずりは

ホール　

３００円%R体育館津平小学校

３００円%R体育館萩原小学校

２，０６０円'運動場

吉田小学校 ４００円%R体育館

３００円;さざなみ
ホール　

３００円%R体育館白浜小学校

２，５７０円'"運動場

吉良中学校
４００円%RT体育館

３００円>I武道場

３００円U卓球場

幡豆地幡豆地区区

３００円"運動場
幡豆小学校

４００円%R体育館

４００円%RT体育館
幡豆中学校

３００円>I武道場

凡
　
例
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　市では、地震発生時の木造住宅の倒壊などによる

災害を防止するため、旧基準で建てられた木造住宅

の耐震改修を行うかたに対し、その費用の補助を行

っています。

　４月１日より補助の内容を次のとおりに変更しま

すので、確認の上申請してください。

●一般改修

対象となる工事

①判定値 ０ ． ７ 未満の対象建築物について、判定値

を １ ． ０ 以上とする工事

②判定値 ０ ． ７ 以上 １ ． ０ 未満の対象建築物について、

判定値に ０ ． ３ を加算した数値以上とする工事

補助限度額　６０万円

●簡易改修

対象となる工事　判定値 ０ ． ７ 未満の対象建築物につ

いて、判定値に ０ ． ３ を加算した数値以上かつ ０ ． ７ 

以上とする工事

補助金額　経費の２分の１の額（３０万円を限度）

●小規模改修

対象となる工事　判定値 ０ ． ７ 未満の対象建築物につ

いて、改修前と比較して耐震性が向上し、耐震対

策として有効であることを耐震診断員または建築

士が確認した工事

補助金額　経費の２分の１の額（１５万円を限度）

●取り壊し

対象となる工事　判定値 １ ． ０ 未満で延床面積３０釈以

上の対象建築物の取り壊し

補助限度額　２０万円

◆共通事項

対象となる建物　昭和５６年５月３１日以前に着工され、

市（旧幡豆郡３町を含む）が実施する無料耐震診

断などを受けた木造住宅　

その他　所得税や固定資産税の控除が受けられる場

合があります。

申込・問合先　申請書に必要事項を記入の上、工事

着工前に直接、建築課営繕担当へ。申請書は同課

に用意。市ホームページからもダウンロードでき

ます。

４月１日より耐震改修などの補助が変わりま４月１日より耐震改修などの補助が変わりますす

　一色港と佐久島を結ぶ渡船と、名鉄西尾駅と一色

さかな広場・佐久島行船のりばを結ぶバスの時刻は

次のとおりです。ぜひご利用ください。

問合先　佐久島振興課渡船担当（緯７２・９６０７）、佐

久島行船のりば（緯７２・８２８４）

◆渡船ついて

片道料金　中学生以上 ８ ０ ０ 円、小学生以下 ４ ０ ０ 円。

ただし、小学生未満のお子さんは、中学生以上の

同伴者１人につき１人無料。

特別ダイヤ（２３年度）　４月２９日抄～５月８日掌、

７月２０日昌～８月２０日松、７月～１０月の土曜日・

日曜日・祝日

一色～佐久島間の渡船と乗り継ぎバスの時刻のお知ら一色～佐久島間の渡船と乗り継ぎバスの時刻のお知らせせ

▼一色～佐久島間の渡船の時刻表

特別ダイヤ通常ダイヤ

佐久島行き一色行き佐久島行き一色行き行き先

一色港
佐久島
西港　

佐久島
東港　

一色港
佐久島
西港　

佐久島
東港　

出発
場所

７：４０７：０７７：００７：４０７：０２６：５５

時間

９：２０８：２７８：２０９：３０８：２７８：２０

１１：００１０：０７１０：００１１：３０１０：３７１０：３０

12：１５１１：４７１１：４０1３：3012：3７12：30

1３：４012：５７12：５0１５：５0１４：５７１４：５０

１５：４0１４：５７１４：５０17：５０17：２２17：１５

17：００１６：２７1６：２０

１８：２０17：４７17：４０

▼名鉄西尾駅～一色さかな広場・佐久島行船のりば間のバスの時刻表

名鉄　
西尾駅

→
一色さかな広
場・佐久島行
船のりば　　

一色さかな広
場・佐久島行
船のりば　　

→
名鉄　
西尾駅

発
着
場
所

９：４８→９：１８９：０８→８：４０

時
間

１１：３５→１１：０５１０：４３→１０：１５

1３：５３→1３：２３1３：１３→12：４５

1６：０５→1５：３５1５：１３→1４：４５

▼

佐
久
島
行
船
の
り
ば
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２３ 平成２３年４月１日号広報

参加料定員内　　　　容場所時 　間期間・曜日・回数教   室   名

１，８００円１６０人
リズムに合わせ軽い有酸素運動をし

ます

多目的

ホール

午前９時３０分

～１０時３０分

４月２６日～７月１５日

の平日１０回を選択
エアロビクス教室

〃４０人
心肺機能の向上や筋力トレーニング

など総合的な健康づくりを行います
〃

午前１０時４０分

～１１時４０分

４月２６日～７月１２日

毎回火曜日　全１０回
火曜日コース健

  康
  づ
  く
  り
  教
  室

〃〃〃〃〃
４月２７日～７月１３日

毎回水曜日　全１０回
水曜日コース

〃〃〃〃〃
４月２８日～７月１４日

毎回木曜日　全１０回
木曜日コース

〃〃〃〃〃
５月６日～７月１５日

毎回金曜日　全１０回
金曜日コース

３，０００円〃
水に慣れることから始め、初歩的な

クロールを学びます

２５杓プ

ール

午前１０時～１１

時３０分

４月２８日～７月１４日

毎回木曜日　全１０回
初心者水泳教室

〃〃
水中でのウオーキングや筋力トレー

ニングなどの運動を行います
〃〃

５月６日～７月１５日

毎回金曜日　全１０回
水中運動教室

対象　市内在住または在勤で、自己の体調管理ができ

る１６歳以上のかた

申込方法　参加料を持参の上、直接ホワイトウェイブ

２１へ。各教室とも４月１１日捷午前９時から整理券を

配布し、申し込み順に抽選を行います。抽選日時は、

初心者水泳教室・水中運動教室が４月１１日捷午前９

時３０分、健康づくり教室が同日午前１０時、エアロビ

クス教室が同日午前１１時です。

※４月１１日捷は休館日ですが、教室の受け付けや抽

選会のみ行います。

その他　参加料は傷害保険料を含みます。

問合先　スポーツ課振興担当（緯５４・０００２／総合体育

館内）、ホワイトウェイブ２１トレーニングルーム　

（緯３４・２１７１）

ホホホホホホホホホホワワワワワワワワワワイイイイイイイイイイトトトトトトトトトトウウウウウウウウウウェェェェェェェェェェイイイイイイイイイイホワイトウェイブブブブブブブブブブブ２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１２１春春春春春春春春春春のののののののののの教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室春の教室

講　　師定員内　　   　容場　　所日　  時　  な　  ど

江藤あけみ氏、飯沼
恵美子氏、伊藤総子
氏（通訳）

２０人
聴覚障害者の日常生活などを知り、自
己紹介や日常会話に必要な手話を習得
します

総合福祉センター
第６集会室（４階）

５月１３日～１０月７日の毎回金曜
日　全２０回　午後６時３０分～８
時３０分

対象　聴覚障害者と接しているかたや聴覚障害者と

の交流に関心のあるかた。ただし、初心者に限る。

費用　無料。ただし、テキスト代は実費負担。

申込期間　４月４日捷～２７日昌　午前９時～午後５

時。ただし、松掌を除く。

申込・問合先　直接または電話で、市社会福祉協議

会（緯５６・５９００／総合福祉センター内）へ。先着

順。

手手手手手手手手手手話話話話話話話話話話奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕員員員員員員員員員員養養養養養養養養養養成成成成成成成成成成入入入入入入入入入入門門門門門門門門門門講講講講講講講講講講手話奉仕員養成入門講座座座座座座座座座座座

講　師定員内　　   　　容場　 所日　　時　　な　　ど

外山君代氏１５組
楽しい音楽を聞きながら、楽器のリズムに合
わせて元気に身体を動かします

幡豆いきいき
センター

４月２３日～２４年３月３日の毎回土曜日
　全１２回　午前１０時３０分～１１時３０分

対象　市内在住で障害のある小学生以下のお子さん

とその保護者

費用　無料

申込期間　４月７日昭～２２日晶　午前８時３０分～午

後５時１５分。ただし、松掌を除く。

申込・問合先　直接または電話で、市社会福祉協議

会幡豆支所（緯６３・０１５６）へ。先着順。代理人に

よる申し込みもできます。

障障障障障障障障障障ががががががががががいいいいいいいいいい児児児児児児児児児児ののののののののののたたたたたたたたたためめめめめめめめめめのののののののののの音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽教教教教教教教教教教障がい児のための音楽教室室室室室室室室室室室



　
西
尾
市
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会
で
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「
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園
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催
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。
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象
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※
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付
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作
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愛
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の
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三
河
湾
国
定
公
園
一
帯
の

海
、
山
、
街
や
愛
知
こ
ど
も
の

国
の
風
景
な
ど
を
描
き
ま
す
。

申
込
方
法
　
受
付
場
所
に
あ
る
指

定
の
画
用
紙
で
作
品
を
描
き
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
後
、

参
加
賞
を
進
呈
し
ま
す
。

持
ち
物
　
画
材
道
具
。
た
だ
し
、

油
絵
を
除
く
。

そ
の
他
　
①
作
品
は
後
日
、
審
査

を
行
い
、
入
賞
者
に
は
賞
状
な

ど
を
贈
呈
し
ま
す
　
②
提
出
さ

れ
た
作
品
は
６
月
末
ご
ろ
ま
で

に
各
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・

中
学
校
を
通
じ
て
返
却
し
ま
す
。

問
合
先
　
西
尾
市
観
光
協
会
（
商

工
観
光
課
内
）

●
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
対

象▼
「
た
こ
や
き
マ
ン
ト
マ
ン
⑤

後
半
」
…
４
月
９
日
松
　
午

前
　
時
１１

▼
「
こ
ろ
わ
ん
と
こ
い
の
ぼ
り
」

…
　
日
松
　
午
前
　
時

２３

１１

●
中
学
生
以
上
の
か
た
を
対
象

▼
「
 海
  角
 七
号
」
…
９
日
松
　

か
い
 
か
く

午
後
２
時
　
分
３０

▼
「
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
の
日
記
」
…
　
日
松
　
午

２３

後
２
時
　
分
３０

定
員
　
各
　
人
５０

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
①
事
前
申
し
込
み
不
要

　
②
上
映
中
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先
　
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）

５６
　
西
尾
市
観
光
協
会
で
は
、
母
の

日
に
「
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
創
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ
の
感
謝

を
込
め
て
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

つ
く
る
世
界
に
た
っ
た
１
つ
の
贈

り
物
を
お
母
さ
ん
に
贈
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
５
月
８
日
掌
　
①
午
前
　１０

時
　
②
午
後
２
時

場
所
　
一
色
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
研

修
室
（
２
階
）

定
員
　
各
　
人
（
先
着
順
）

５０

費
用
　
５
０
０
円

　
※
当
日
集
金
し
ま
す
。

講
師
　
一
色
生
活
改
善
実
行
グ
ル

ー
プ
連
絡
協
議
会
役
員

持
ち
物
　
は
さ
み

申
込
期
間
　
４
月
　
日
捷
～
　
日

１１

２２

晶
申
込
・
問
合
先
　
直
接
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
西
尾
市

観
光
協
会
（
胃
　
・
１
３
１
３

５７

／
死sh

o
k
o
@
city.n

ish
io.lg.jp

／
商
工
観
光
課
内
）
へ
。
電
話

や
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

対
象
　
小
学
生
以
上
の
か
た

日
時
　
４
月
　
日
抄
　
午
前
９
時

２９

　
分
～
正
午

１５
場
所
　
西
尾
市
立
図
書
館
会
議
室

（
３
階
）

配
布
雑
誌
　
「
き
ょ
う
の
健
康
」

な
ど
約
２
３
０
誌

配
布
冊
数
　
１
人
５
冊
ま
で
（
同

じ
タ
イ
ト
ル
の
雑
誌
は
３
冊
ま

で
）

配
布
方
法
　
４
月
５
日
昇
か
ら
、

整
理
券
を
西
尾
市
立
図
書
館
、

分
館
、
配
本
所
で
配
布
し
ま
す
。

当
日
、
会
場
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
先
　
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）

５６

広広報報平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号 ２２４４

三
河
湾
国
定
公
園
を
描
く
会

図
書
館
の
２
０
０
８
年
分

雑
誌
を
無
料
配
布
し
ま
す

４
月
の
図
書
館
映
写
会

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
創
り

自筆本は語る
～「紙の本」の魅力１～

　　　　　　　　　　　　電子書籍

　　　　　　　　　　　やインター

　　　　　　　　　　　ネットなど

　　　　　　　　　　　で便利に本

　　　　　　　　　　　が読める現

　　　　　　　　　　　代に“古書

の博物館”岩瀬文庫が、あえて「紙

の本」の魅力を紹介します。岩瀬文

庫が所蔵するさまざまな分野の著名

人が自ら書いた本や手紙を展示しま

す。

期間　４月２日松～６月１２日掌。た

だし、月曜日を除く。

開館時間　午前９時～午後５時

場所　岩瀬文庫企画展示室

主な筆者　夏目 漱  石 、徳川（水戸）
そう せき

 光  圀 、
みつ くに

 山  東 
さん とう

 京 
きょう

 伝 、大田
でん

 南  畝 （
なん ぽ

 蜀 
しょく

 山 
さん

 人 ）、新井
じん

 白  石 、岡倉
はく せき

 天  心 、若山
てん しん

 牧  水 、秋山
ぼく すい

 真  之 、
さね ゆき

 後  奈  良 天皇など
ご な ら

入場料　無料

その他　図録を１冊 ３ ０ ０ 円で頒布。

●展示解説

日時　４月３０日松、５月２８日松　午

後１時３０分

参加料　無料　

その他　事前申し込みは不要。

問合先　岩瀬文庫（56・２４５９）

▼

夏
目
漱
石
直
筆
の
書



●
里
山
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
　
春
の
里

山
・
花
め
ぐ
り

日
時
　
４
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１７

　
分
～
午
後
２
時
　
分

３０

３０

集
合
場
所
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
（
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

内
）

内
容
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か

ら
万
燈
山
ま
で
、
春
の
花
を
楽

し
み
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

定
員
　
　
人
３０

講
師
　
松
山
 太
 氏

ふ
と
し

持
ち
物
な
ど
　
弁
当
、
水
筒
、
帽

子
、
歩
き
や
す
い
服
装
な
ど

●
里
山
保
全
活
動
　
万
燈
山
の
手

入
れ
を
し
よ
う

日
時
　
４
月
　
日
松
　
午
前
９
時

２３

～
　
時
　
分

１１

３０

集
合
場
所
　
サ
ブ
ゾ
ー
ン
駐
車
場

（
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
内
）

内
容
　
万
燈
山
の
野
鳥
の
森
周
辺

の
ヒ
ノ
キ
の
枝
切
り
や
間
伐
、

下
草
刈
り
を
し
ま
す
。

持
ち
物
な
ど
　
の
こ
ぎ
り
、
な
た
、

か
ま
、
軍
手
、
作
業
の
で
き
る

服
装

◆
共
通
事
項

申
込
・
問
合
先
　
各
行
事
２
週
間

前
か
ら
電
話
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
２
６
６
）

５２

へ
。
た
だ
し
、
月
曜
日
を
除
く
。

そ
の
他
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
参
加
す
る
場
合
は
、
保
護

者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
感
を
味
わ
い
な

が
ら
、
自
然
を
生
か
し
た
体
験
活

動
を
行
い
ま
す
。
地
域
や
学
年
の

枠
を
超
え
て
、
仲
間
と
一
緒
に
自

然
に
触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生

～
６
年
生
で
、
原
則
全
　
回
参

１０

加
で
き
る
か
た

期
日
　
６
月
～
　
年
３
月
の
年
　

２４

１０

回
場
所
　
市
内

内
容
　
万
灯
山
散
策
（
貝
吹
町
）
、

地
引
網
体
験
（
東
幡
豆
町
）
、

１
泊
２
日
キ
ャ
ン
プ
（
愛
知
こ

ど
も
の
国
）
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
（
鳥
羽
町
～
吉
良
町
）
、

佐
久
島
探
検
（
一
色
町
）
、
落

ち
葉
ス
ラ
イ
ダ
ー
（
愛
知
こ
ど

も
の
国
）
な
ど

定
員
　
　
人
４０

参
加
料
　
無
料
。
た
だ
し
、
保
険

料
や
材
料
費
な
ど
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
先
　
４
月
９
日
松
か

ら
　
日
掌
ま
で
に
、
直
接
幡
豆

２４
公
民
館
（
緯
　
・
２
９
１
４
）

６２

へ
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
を
行
い
ま
す
。
電
話
や
郵
送

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

２５ 平成２３年４月１日号広報

西尾っ西尾っ子子
読書フェスティバ　読書フェスティバルル

西尾市立図書館（緯５６・６２００）
一色学びの館（緯７２・３８８０）
吉良図書館（緯３２・３４００）
幡豆図書館（緯６２・６５８８）

問 合 先

内　  容　  な　  ど場       所期 間 ・ 日 時 な どイ 　 ベ 　 ン　  ト

西尾市立図書館、一色
学びの館、吉良図書館、
幡豆図書館

４月２３日松～５月１５日掌読書クイズ

西尾市立図書館４月２３日松～５月１５日掌読書ノート配布

▼ 内容…木のおもちゃの展示と
体験（どんぐりプール・もっく池
のさかなつり）と工作（木の車）

西尾市立図書館おもち
ゃ館

４月２３日松・２４日掌　午前１０
時～午後３時

木のおもちゃであそぼう

▼協力… 熊  谷 
くま がい

 祥 
しょう

 子 氏、四人会
こ

西尾市立図書館会議室４月２３日松　午後１時３０分ヴァイオリンの調べと物語の世界

▼出演…ぐるーぷびっくり箱西尾市立図書館会議室４月２４日掌　午前１０時３０分人形劇・パントマイムを楽しもう

▼協力…おはなしの会きらら西尾市立図書館会議室４月２４日掌　午後１時３０分
リードオルガンの調べとマ
ザーグースの世界

一色学びの館５月１４日松　午前１０時～正午工作で楽しもう

吉良図書館４月３０日松　午後２時
おはなし会スペシャル

一色学びの館５月１４日松　午後２時

▼定員…２０人（申し込みが必要

です）　 ▼講師… 霜  田  美  津  子 氏
しも だ み つ こ一色学びの館

５月１５日掌　午前１０時～１１時
３０分

親子で楽しむ絵本講座

吉良図書館５月１日掌　午前１０時３０分よみきかせ会

▼定員…１０人（申し込みが必要
です）

吉良図書館５月１日掌　午後２時
作ってみよう！　しかけ絵
本講座

▼定員…各１０人（申し込みが必
要です）

幡豆図書館
５月７日松　午前１０時～１０時
４５分、午前１１時～１１時４５分

お抹茶を楽しもう

幡豆図書館
５月７日松・８日掌　午後１
時３０分

映写会

幡豆図書館５月８日掌　午前１０時３０分紙芝居、よみきかせ

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

４
月
の
催
し

ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
体
験
塾

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２



　
４
月
以
降
に
一
色
・
吉
良
・
幡

豆
地
区
に
あ
る
保
育
園
に
入
園
を

希
望
す
る
場
合
、
子
ど
も
課
や
入

園
希
望
保
育
園
で
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
　
年
度
途
中
に
一
色
・
吉
良

・
幡
豆
地
区
に
あ
る
保
育
園
に

入
園
を
希
望
す
る
か
た

受
付
期
間
　
▼
１
日
入
園
…
前
月

６
日
か
ら
　
日
ま
で
　
▼
　
日

２０

１６

入
園
…
前
月
　
日
か
ら
当
月
５

２１

日
ま
で

※
期
間
の
開
始
・
終
了
日
が
松

掌
抄
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日

の
平
日
ま
で
。

受
付
方
法
　
入
園
希
望
保
育
園
に

事
前
に
電
話
で
空
き
状
況
な
ど

を
確
認
し
、
必
要
書
類
を
持
参

の
上
、
入
園
希
望
保
育
園
か
子

ど
も
課
へ
。
入
園
案
内
や
申
込

書
な
ど
は
入
園
希
望
保
育
園
、

子
ど
も
課
、
市
内
の
各
支
所
生

活
課
に
用
意
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

そ
の
他
　
①
保
育
園
で
の
入
園
受

け
付
け
は
課
税
資
料
の
確
認
が

で
き
な
い
た
め
、
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
　
②
旧
西

尾
市
内
の
保
育
園
に
年
度
途
中

に
入
園
を
希
望
す
る
か
た
は
、

子
ど
も
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
合
先
　
子
ど
も
課
入
園
担
当

　
交
通
遺
児
家
庭
の
就
学
援
助
費

の
支
給
を
目
的
と
し
て
「
ま
ど
か

基
金
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
該
当

す
る
か
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
交
通
事
故
で
片
親
ま
た
は

両
親
（
父
母
以
外
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
か
た
は
、
そ
の
扶
養
者
）

を
亡
く
し
た
か
た
の
う
ち
、
高

等
学
校
や
大
学
、
専
門
学
校
、

専
修
学
校
に
在
学
し
て
い
る
か

た※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

支
給
額
　
対
象
の
保
護
者
に
対
し

て
１
人
に
つ
き
月
額
１
万
円

支
給
開
始
月
　
▼
５
月
　
日
昇
ま

３１

で
の
申
請
…
４
月
分
か
ら
　
▼

６
月
１
日
昌
以
降
の
申
請
…
認

定
さ
れ
た
日
の
翌
月
分
か
ら

支
給
日
　
▼
４
月
～
９
月
分
…
９

月
末
日
　
▼
　
月
～
　
年
３
月

１０

２４

分
…
　
年
３
月
末
日

２４

申
請
方
法
　
子
育
て
支
援
課
で
申

請
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課

広広報報平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号 ２２６６

一
色
・
吉
良
・
幡
豆
地
区
の
保

育
園
入
園
申
込
場
所
に
つ
い
て

交
通
事
故
で
親
を
亡
く
し
た
学

生
な
ど
に
就
学
援
助
費
を
支
給

▼シルバー元気教室日程表

時　　　間通常開催日初回開催日会　　　　場教 室 名

午前１０時～１１時３０分

※血圧測定のない日は午
前１０時３０分～１１時３０分。

火曜日４月５日昇老人の家　鶴城会館西尾

木曜日４月７日昭鵜ケ池町公民館福地北部

金曜日４月８日晶三和ふれあいセンター三和

月曜日４月１１日捷高齢者交流広場　平坂ことぶき会館平坂

水曜日４月１３日昌高齢者交流広場　福地福祉会館福地南部

水曜日４月１３日昌高齢者交流広場　さくら会館鶴城

火曜日４月２６日昇西野町ふれあいセンター西野町

午後１時３０分～３時

※血圧測定のない日は午
後２時～３時。

木曜日４月７日昭高齢者交流広場　伊文福祉会館伊文

木曜日４月７日昭寺津ふれあいセンター寺津

金曜日４月８日晶室場ふれあいセンター室場

月曜日４月１１日捷JA西三河平東支店矢田

火曜日４月１２日昇米津ふれあいセンター米津

水曜日４月１３日昌高齢者交流広場　とくつぎ福祉会館徳次

木曜日４月１４日昭八ツ面ふれあいセンター八ツ面

月曜日４月２５日捷田貫町公民館中畑

　シルバー元気教室は、介護予防に取り組む無料の
教室です。体操で足腰を丈夫にしたり、自分に必要
な栄養の取り方を学んだりすることで心身の衰えを
予防・回復し、寝たきりなど介護が必要な状態にな
らないようにしましょう。
対象　６５歳以上で、介助なしで教室に参加できるか
た。健康状態の悪いかたや要支援・要介護認定を
受けているかたは、参加できないことがあります
ので事前にご相談ください。

日時と場所　下表の通り（毎月２回）
　※今後の日程は、会場でお知らせします。
内容　健康体操、体力測定、レクリエーション、健
康講座、血圧測定（月１回）など
参加方法　初回参加時に申込書を記入し、健康チェ
ックをした結果で参加できるかどうかを決定しま
す。

その他　一色・吉良・幡豆地区でも、６月から順次
開催します。

長寿課地域支援事業担当問合先シルバー元気教室



　
介
護
者
同
士
で
介
護
に
つ
い
て

の
悩
み
や
日
々
の
思
い
を
話
し
合

い
ま
す
。
介
護
相
談
や
健
康
相
談

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
　
介
護
を
し
て
い
る
か
た

日
時
　
４
月
　
日
昭
　
午
後
１
時

１４

　
分
～
３
時

３０
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
洗
心

庵
（
４
階
）

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
中
央
（
緯
　
・
８
９
９
８
）

５４

　
４
月
１
日
か
ら
、
障
害
者
扶
助

料
の
支
給
対
象
を
新
た
に
追
加
し

ま
す
。

新
た
な
支
給
対
象
　
　
年
４
月
１

２３

日
以
前
に
一
色
・
吉
良
・
幡
豆

地
区
在
住
で
、
身
体
障
害
者
４

～
６
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ｃ
判

定
を
お
持
ち
の
か
た

支
給
金
額
　
月
額
２
０
０
０
円

申
請
期
日
　
６
月
　
日
昭
ま
で

３０

申
請
方
法
　
対
象
者
に
は
４
月
中

旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担
当

ま
た
は
市
内
の
各
支
所
生
活
課

福
祉
担
当
へ
。

そ
の
他
　
①
期
日
ま
で
に
提
出
し

た
場
合
、
４
月
分
か
ら
支
給
し

ま
す
。
期
日
以
降
に
提
出
し
た

場
合
、
申
請
受
付
日
の
翌
月
か

ら
支
給
し
ま
す
　
②
受
給
に
は

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
　
③
４

月
１
日
以
前
に
受
給
し
て
い
る

か
た
は
、
再
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当

　
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
前
に
、
夫

婦
で
一
緒
に
育
児
に
つ
い
て
学
び
、

自
信
を
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
出
産
予
定
日
が
　
年
５
月

２３

中
旬
か
ら
　
年
　
月
上
旬
ま
で

２３

１０

の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時
と
場
所
　
▼
西
尾
会
場
＝
４

月
　
日
松
　
午
前
　
時
～
正
午

１６

１０

（
９
時
　
分
か
ら
受
け
付
け
）

４５

…
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼

吉
良
会
場
＝
４
月
　
日
掌
　
午

１７

前
９
時
　
分
～
正
午
（
９
時
　

３０

１５

分
か
ら
受
け
付
け
）
…
吉
良
保

健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
ビ
デ
オ
鑑
賞
（
西
尾
会
場

の
み
）
、
妊
娠
中
の
生
活
・
育

児
の
話
、
も
く
浴
実
習
、
赤
ち

ゃ
ん
の
世
話
体
験
、
妊
婦
体
験

（
吉
良
会
場
の
み
）

定
員
　
各
会
場
　
組
（
先
着
順
）

２４

　
※
ど
ち
ら
か
１
会
場
の
み
。

申
込
方
法
　
４
月
６
日
昌
か
ら
、

電
話
で
各
会
場
へ
。

申
込
・
問
合
先
　
▼
西
尾
会
場
…

西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　５７

・
０
６
６
１
）
　
▼
吉
良
会
場

…
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　３２

・
３
０
０
１
）

２７ 平成２３年４月１日号広報

リサイクルプラリサイクルプラザザ（吉良町岡山／（吉良町岡山／リリ
サイクルプラザサイクルプラザ棟棟１１階／階／緯緯３４３４・・８１１４８１１４／／
ｈｔｔｈｔｔｐｐ：//ｗｗｗ．ｋａｔｃｈ．ｎｅ．ｊ：//ｗｗｗ．ｋａｔｃｈ．ｎｅ．ｊｐｐ//~ｎｈｒｓｓ/~ｎｈｒｓｓ/））
休館日 日休館日　日曜曜・・祝日 ※開札日を除く祝日　※開札日を除く。。

４

展示・入札期間　４月１日晶～２３日松

開館時間　午前９時～正午、午後１時

～３時　※土曜日は午前のみ開館。

開札日時　４月２４日掌　午前１０時

引取期間　４月２４日掌～２７日昌

引取方法　落札価格（現金）で品物と

交換

その他　落札者には通知します。

家具・自転車・小物など展示品

日時　４月２０日昌　午前１０時～正午

会場　学習室（２階）

定員　１０人程度（先着順）

参加料　無料

持ち物　布

申込期間　４月１日晶～１９日昇

申込方法　直接または電話で、リサイ

クルプラザ１階へ。

布ふくろうをつくろう講習会

　４月１８日から、育児支援を行う子育て支援セン

ターを新たに３つの保育園で開設します。同セン

ターは、親子で体を動かして楽しく遊んだり、保

育士と一緒に子育てについて話し合ったりする施

設です。特定の行事以外は事前の申し込みは不要

ですので、気軽にご利用ください。

その他　矢田サブセンターは、３月２５日に廃止し

ました。

▼新たに開設する子育て支援センター

問  合  先事　　業　　内　　容施　設　開　放　日　時開 設 場 所施   設   名

緯７７・０１８２

▲

子育て相談（電話、面談）…月～
金曜日　午前９時～午後３時

月～金曜日　午前９時３０分～１１
時３０分、午後１時～２時３０分

米津保育園南
子育て支援セン
ターよねづ

緯５９・１２３６

▲

出張広場（田貫町公民館内）…水
・金曜日　午前９時３０分～午後２時
３０分　

▲

子育て相談（電話、面談）
…月～金曜日　午前９時～午後３時。
ただし、電話での相談は月・火・木
曜日のみ。

月・火・木曜日　午前９時～午
後３時

中畑保育園内
子育て支援セン
ターなかばた

緯５８・０３６５

▲

子育て相談（電話、面談）…月～
金曜日　午後１時３０分～３時

月～金曜日　午前９時３０分～正
午、午後１時３０分～３時

矢田つぼみ保
育園内

子育て支援セン
ターつぼみ

子子 育育 てて 支支 設設開開ををーータタンンセセ援援

介
護
者
の
つ
ど
い

障
害
者
扶
助
料
申
請
の
ご
案
内

パ
パ
マ
マ
教
室

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２



対
象
　
生
後
４
か
月
以
上
の
独
り

歩
き
を
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

と
そ
の
父
親

日
時
　
４
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

２４

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
※
出
入
り
は
自
由
。

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
２
階
）

内
容
　
親
子
遊
び
（
午
前
　
時
と

１０

　
時
の
２
回
）
、
育
児
相
談
、

１１身
体
計
測
な
ど

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
お
む
つ
、
着
替
え
な

ど
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
０
６
６
１
）

５７

　
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
が

課
税
さ
れ
る
か
た
で
、
減
免
制
度

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
納

期
限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯

①
　
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
で

６５構
成
す
る
世
帯

　
②
障
害
者
が
い
る
世
帯

　
③
母
子
ま
た
は
父
子
世
帯

減
免
の
条
件
　
次
の
４
つ
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

①
国
や
県
、
市
か
ら
福
祉
手
当

や
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
②
世
帯
全
員
が
居
住
用
以
外
の

固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な

い
③
居
住
用
宅
地
面
積
が
２
０
０

釈
以
下
で
住
宅
の
延
床
面
積

が
１
２
０
釈
以
下

④
世
帯
全
員
の
収
入
が
生
活
保

護
の
基
準
額
を
超
え
て
い
な

い

問
合
先
　
税
務
課
土
地
担
当
・
家

屋
担
当

　
４
月
か
ら
、
地
方
税
（
市
民
税

・
県
民
税
な
ど
）
な
ど
の
滞
納
整

理
専
門
機
関
と
し
て
、
愛
知
県
と

西
三
河
６
市
（
碧
南
市
・
刈
谷
市

・
安
城
市
・
西
尾
市
・
知
立
市
・

高
浜
市
）
に
よ
り
、
愛
知
県
西
三

河
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
が
設
立

さ
れ
、
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

設
立
場
所
　
安
城
県
税
セ
ン
タ
ー

内
業
務
内
容
　
地
方
税
な
ど
の
高
額

ま
た
は
困
難
な
滞
納
事
案
を
市

か
ら
引
き
受
け
、
専
門
的
な
徴

収
を
行
い
ま
す
。

問
合
先
　
収
納
課
徴
収
担
当

広広報報平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号 ２２８８

平成２３年度固定資産税・都

市計画税の課税明細書など

について

　１市３町の合併に伴い、

一色・吉良・幡豆地区に固

定資産を所有しているかた

の２３年度固定資産税・都市

計画税は新たに西尾市とし

て課税されます。

　課税明細書や納税通知書、

納付書は従来どおり１市３

町ごとに分けて通知します

ので、ご承知ください。

　なお、２４年度からは西尾

市に一本化された通知が届

きます。

問合先　税務課土地担当・

家屋担当

対象　次の要件にあてはまる１８歳以下（１８歳到達

の年度の末日まで）の児童を監護している父ま

たは母、養育者

　①父母が離婚した児童

　②父または母が死亡した児童

　③父または母が１年以上行方不明である児童

　④父または母に１年以上遺棄されている児童

⑤父または母が法令により１年以上拘禁されて

いる児童

　⑥母の婚姻によらないで生まれた児童

⑦父または母が障害の状態（身体障害者手帳１

・２級程度）にある児童

※児童が児童福祉施設などに入所しているとき

や、婚姻の届け出はしなくても事実上の婚姻

関係があるときは申請しても支給されません。

給付額　児童１人につき月額 ３ ，０ ０ ０ 円。２人目以

降は児童１人増えるごとに月額 ２ ，０ ０ ０ 円を加算

申請期限　５月３１日昇

申請方法　

▼児童扶養手当を全部または一部支給している

かたや県遺児手当を受給しているかた（全部

停止のかたを除く）…４月上旬に申請書を郵

送します。申請書に必要事項を記入の上、同

封の返信用封筒で返送してください。

▼上記以外のかた…支給対象に該当するか子育

て支援課にお問い合わせください。

その他　①２３年３月３１日までに支給要件に該当し

ているかたへは、４月分から支給します　②４

月１日から５月３１日までに支給要件に該当して

いるかたへは、要件に該当した日の翌月分から

支給します　③４月～９月分の支給日は、９月

末日です　④申請期限日以降に申請した場合は、

申請の翌月分からの支給になります。

問合先　子育て支援課

一一一一一一一一一一色色色色色色色色色色・・・・・・・・・・吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉良良良良良良良良良良・・・・・・・・・・幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区のののののののののの母母母母母母母母母母子子子子子子子子子子・・・・・・・・・・父父父父父父父父父父子子子子子子子子子子世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯ななななななななななどどどどどどどどどどのののののののののの一色・吉良・幡豆地区の母子・父子世帯などのかかかかかかかかかかかたたたたたたたたたたはははははははははは市市市市市市市市市市遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺児児児児児児児児児児手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当たは市遺児手当のののののののののの申申申申申申申申申申の申請請請請請請請請請請をををををををををを請を

お
父
さ
ん
の
育
児
サ
ロ
ン

固
定
資
産
税
の
減
免
制
度
を
受

け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す

愛
知
県
西
三
河
地
方
税
滞

納
整
理
機
構
が
設
立



　
岩
瀬
文
庫
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

活
動
内
容
　
講
座
の
サ
ポ
ー
ト
、

保
存
箱
の
組
み
立
て
、
和
本
の

と
じ
糸
の
取
り
替
え
、
ポ
ス
タ

ー
や
チ
ラ
シ
の
発
送
、
に
し
お

本
ま
つ
り
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

日
時
　
４
月
　
日
松
　
午
後
1
時

16

　
分
30

場
所
　
岩
瀬
文
庫
地
階
研
修
ホ
ー

ル
そ
の
他
　
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

問
合
先
　
岩
瀬
文
庫
（
緯
　
・
２

56

４
５
９
）

　
西
尾
市
観
光
協
会
で
は
、
家
庭

で
不
要
に
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
譲
渡
さ
れ
た

こ
い
の
ぼ
り
は
、
三
ヶ
根
山
頂
の

空
を
泳
ぎ
ま
す
。

募
集
期
限
　
４
月
　
日
昭

２８

掲
揚
場
所
　
三
ヶ
根
山
頂
駐
車

（
第
１
見
晴
台
横
）

掲
揚
期
間
　
４
月
　
日
抄
～
５
月

２９

５
日
抄

受
付
場
所
・
問
合
先
　
西
尾
市
観

光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）
、

幡
豆
支
所
生
活
課
振
興
担
当

　
市
民
病
院
で
は
、
看
護
師
を
目

指
し
て
勉
強
に
励
む
学
生
で
、
修

学
資
金
の
貸
与
を
希
望
す
る
か
た

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
看
護
師
の
養
成
課
程
を
有

す
る
大
学
・
専
門
学
校
に
在
学

す
る
か
た
で
、
卒
業
後
に
西
尾

市
民
病
院
で
看
護
師
と
し
て
勤

務
し
よ
う
と
す
る
か
た

募
集
人
員
　
７
人
程
度

貸
与
期
間
　
４
月
か
ら
卒
業
す
る

月
ま
で

貸
与
金
額
　
月
額
６
万
円

提
出
書
類
　
①
修
学
資
金
貸
与
申

請
書
　
②
保
証
書
（
連
帯
保
証

人
の
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
）

　
③
履
歴
書
（
３
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
写
真
を
 貼
 

ち
ょ
う

 付
 ）
　
④

ふ

住
民
票
の
写
し
　
⑤
養
成
施
設

の
在
学
証
明
書

※
修
学
資
金
貸
与
申
請
書
と
保

証
書
は
市
民
病
院
管
理
課
に

用
意
。
提
出
書
類
は
お
返
し

し
ま
せ
ん
。

選
考
方
法
　
面
接

面
接
日
時
　
５
月
　
日
昇
　
午
後

１７

２
時

集
合
場
所
　
市
民
病
院
講
堂
Ｃ

（
２
階
）

申
込
期
限
　
４
月
　
日
昭

２８

申
込
・
問
合
先
　
提
出
書
類
を
持

参
の
上
、
直
接
市
民
病
院
管
理

課
職
員
担
当
（
緯
　
・
３
１
７

５６

１
）
へ
。
た
だ
し
、
松
掌
を
除

く
。

　
１
市
３
町
の
合
併
に
伴
い
、
４

月
１
日
か
ら
新
た
に
「
三
河
信
用

組
合
」
と
「
愛
知
県
信
用
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
」
を
市
収
納
代
理

金
融
機
関
に
指
定
し
ま
し
た
。
両

金
融
機
関
で
は
、
ほ
か
の
金
融
機

関
と
同
様
に
市
税
な
ど
の
納
付
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
財
政
課
財
政
担
当

２９ 平成２３年４月１日号広報

岩
瀬
文
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

不
要
に
な
っ
た
こ
い
の
ぼ

り
を
募
集

看
護
師
等
修
学
資
金
の
貸
与

を
希
望
す
る
学
生
を
募
集

●岩瀬文庫

市
収
納
代
理
金
融
機
関
を

新
た
に
指
定

情情 報報 通通 信信

　特別児童扶養手当・児童扶養手当４月期分

（１２月～３月分）を４月１１日捷に振り込みま

す。金融機関でご確認ください。 ▼問合先／

子育て支援課

▼対象／県内の後期高齢者医療制度の被保険

者 ▼対象協定保養所／レイクサイド入鹿、名

古屋市休養温泉ホーム松ケ島、あいち健康プ

ラザ、シーサイド伊良湖、サンヒルズ三河湾、

豊田市百年草 ▼内容／協定保養所に宿泊する

場合、１人１泊につき １ ，０ ０ ０ 円を助成。４月

１日～２４年３月３１日宿泊分、全保養所合わせ

て４泊まで。 ▼申請方法／宿泊当日、保養所

の窓口で後期高齢者医療の保険証を提示し、

利用カードの交付（押印）を受けてください。

精算時に通常料金に対し、 １ ，０ ０ ０ 円を助成し

ます。 ▼問合先／県後期高齢者医療広域連合

給付課（緯 ０ ５ ２ ・ ９ ５ ５ ・１２０５）

　気象庁が発表する大雨警報などの気象警報

・注意報は市町村ごとに発表し、旧幡豆郡に

該当する警報なども西尾市として発表されま

す。なお、テレビなどでは簡潔に広い範囲に

警戒を呼び掛けるため、西尾市を「愛知県西

部」や「西三河南部」という名称でお知らせ

する場合もあります。 ▼問合先／名古屋地方

気象台防災業務課（緯 ０ ５ ２ ・ ７ ５ １ ・５１２４）

各種扶養手当を振り各種扶養手当を振り込込みみまますす

福祉

後期高齢者医療協定保養所の利用に助後期高齢者医療協定保養所の利用に助成成

福祉

警報・注意報は市町村ごとに発警報・注意報は市町村ごとに発表表

その他

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２



　
　
年
度
に
大
学
・
短
大
な
ど
を

２３
卒
業
す
る
予
定
の
か
た
を
対
象
に
、

就
職
説
明
会
（
合
同
企
業
説
明
会
）

を
開
催
し
ま
す
。
　
社
以
上
の
市

２０

内
の
優
良
企
業
が
参
加
予
定
で
す
。

日
時
　
４
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１３

１０

～
午
後
４
時

場
所
　
西
尾
商
工
会
議
所
（
寄
住

町
若
宮
　
）
３７

そ
の
他
　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
先
　
西
尾
・
幡
豆
雇
用
推
進

協
議
会
（
商
工
観
光
課
内
）

　
１
市
３
町
の
合
併
に
伴
う
作
業

の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
　
日
ま

１５

で
市
役
所
お
よ
び
市
内
の
各
支
所

で
、
次
の
受
け
付
け
業
務
が
で
き

ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

受
け
付
け
が
で
き
な
い
申
請
な
ど

①
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
関

す
る
諸
手
続
き

②
電
子
証
明
書
に
関
す
る
諸
手

続
き

③
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

④
転
入
ま
た
は
転
出
手
続
き
の

特
例
（
付
記
転
入
・
転
出
）

問
合
先
　
市
民
課
窓
口
担
当

　
４
月
１
日
か
ら
、
粗
大
ご
み
の

戸
別
有
料
収
集
手
数
料
が
１
個
当

た
り
８
１
０
円
か
ら
１
０
０
０
円

に
な
り
ま
す
。

収
集
日
　
申
込
日
の
翌
週
の
水
曜

日
。
た
だ
し
、
一
色
・
吉
良
・

幡
豆
地
区
は
翌
週
の
木
曜
日
。

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

ご
み
減
量
課
ご
み
減
量
担
当
ま

た
は
市
内
の
各
支
所
生
活
課
住

民
担
当
へ
。
申
し
込
み
後
、
粗

大
ご
み
処
理
券
を
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。
同
券
は
、
ご
み
減
量

課
、
市
内
の
各
支
所
生
活
課
、

Ｊ
Ａ
西
三
河
の
市
内
各
支
店
に

用
意
。

そ
の
他
　
　
歳
以
上
の
か
た
で
構

７０

成
す
る
世
帯
な
ど
、
手
数
料
が

減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
ご
み
減
量
課
ご
み
減
量

担
当
（
水
道
庁
舎
内
）

広広報報平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号 ３３００

申し立てができるかた　市政に対して自らの利害

に関わる苦情を持つかた。市外在住者や外国人、

法人も申し立てできます。

申し立てができる事例　市の行う仕事とその仕事

に携わる職員の行為で、申立人の利害に関わる

事柄。なお、苦情に関わる市の処理を知った日

から１年以内の事柄に限りますが、正当な理由

があれば１年を過ぎても申し立てできます。

申し立て方法

▲

郵送、ファクス、Ｅメール（市ホームページ

から）の場合…苦情申立書に必要事項を記入

の上、行政評価委員会事務局（企画政策課内

／〒 ４ ４ ５ ー８５０１住所不要／胃５６・０２１２）へ。

代理人による提出もできます。申立書は、同

事務局、市内の各支所・出張所・ふれあいセ

ンター・公民館などに用意。

▲

電話の場合…事務局が苦情内容を聞き、申立

人に代わって申立書を作成します。

▲

直接申し立てをする場合…原則毎月第１・３

月曜日の午後１時３０分から３時まで、市役所

１１相談室（１階）で面談を行いながら、申立

書を作成します。面談には、事前予約が必要

です。

問合先　行政評価委員会事務局（企画政策課内）

　市政の公正性や信頼性を高め、開かれた市政の

進展を図ること目的とし、市の行政改革の進捗状

況や市政への苦情に対する市の処理について、公

正かつ中立的立場から評価を行い、市長に報告ま

たは意見を述べることのほか、市からの要求に応

じて市の施策などについて意見を述べる役割を持

つ組織です。

行政評価委行政評価委員員会会

委員委員のの
皆皆ささんん

市の仕事や職員の行為に納得できないとき市の仕事や職員の行為に納得できないときはは

行政評価委員会をご利用くださ行政評価委員会をご利用くださいい

冨田冨田　晃晃委員委員

三浦眞三浦眞澄澄委員委員永谷和永谷和之之委員委員

行政評価委員会と行政評価委員会とはは

粗
大
ご
み
戸
別
有
料
収
集

の
手
数
料
に
つ
い
て

卒
業
予
定
者
対
象
の
就
職

説
明
会
を
開
催

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ



　
４
月
１
日
か
ら
、
一
般
廃
棄
物

処
理
業
と
浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可

申
請
を
す
る
に
は
、
５
０
０
０
円

の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
許
可

の
申
請
を
す
る
か
た
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
合
先
　
ご
み
減
量
課
ご
み
減
量

担
当
（
水
道
庁
舎
内
）

　
市
で
は
、
生
ご
み
の
自
家
処
理

を
推
奨
し
、
生
ご
み
を
た
い
肥
に

変
え
る
「
ぼ
か
し
」
の
無
料
配
布

と
家
庭
用
生
ご
み
処
理
器
（
機
）

の
購
入
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
ぼ
か
し
の
無
料
配
布

配
布
開
始
日
　
４
月
　
日
昇

１９

配
布
数
　
３
０
０
０
世
帯
（
１
世

帯
１
回
限
り
）

無
料
引
換
券
配
布
場
所
　
ご
み
減

量
課
（
水
道
庁
舎
内
）
、
市
内

の
各
支
所
生
活
課

申
込
方
法
　
配
布
場
所
で
無
料
引

換
券
　
枚
を
配
布
し
ま
す
。
引

１２

換
券
を
無
料
交
換
場
所
に
持
参

す
る
と
、
引
換
券
１
枚
で
ぼ
か

し
１
袋
（
５
０
０
守
）
と
交
換

で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
申
し
込
む
場
合
は
、

　
円
切
手
を
 貼
 

ち
ょ
う

 付
 し
た
返
信

ふ

８０用
封
筒
に
郵
便
番
号
・
住
所

・
世
帯
主
氏
名
を
記
入
の
上
、

ご
み
減
量
課
「
ぼ
か
し
希
望
」

（
〒
　
ー
８
５
０
１
住
所
不

４４５

要
）
へ
。

無
料
交
換
場
所
　
ご
み
減
量
課
、

市
内
の
各
支
所
生
活
課
、
Ｊ
Ａ

西
三
河
の
市
内
各
支
店
・
高
河

原
資
材
セ
ン
タ
ー
、
Ａ
コ
ー
プ

東
部
店
、
こ
め
蔵
パ
ト
ス
、
鳥

山
糀
店
　

●
生
ご
み
処
理
器
（
機
）
購
入
の

補
助

▼
生
ご
み
処
理
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

補
助
対
象
　
１
０
０
狩
以
上
の
も

の
補
助
金
額
　
販
売
価
格
の
２
分
の

１
（
限
度
額
あ
り
）

補
助
台
数
　
１
世
帯
２
基
ま
で

申
請
方
法
　
印
鑑
を
持
参
の
上
、

直
接
各
販
売
登
録
店
へ
。

▼
生
ご
み
処
理
機
（
機
械
式
）

補
助
金
額
　
購
入
価
格
の
２
分
の

１
（
限
度
額
は
２
万
円
）

補
助
台
数
　
１
世
帯
１
基
ま
で

提
出
書
類
　
補
助
金
交
付
申
請
書
、

補
助
金
交
付
請
求
書
兼
実
績
報

告
書
、
生
ご
み
処
理
機
販
売
証

明
書
兼
領
収
書

申
請
方
法
　
市
が
認
定
し
た
販
売

登
録
店
で
処
理
機
を
購
入
後
、

提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
ご
み
減
量
課
ご
み
減
量

担
当
ま
た
は
市
内
の
各
支
所
生

活
課
住
民
担
当
へ
。

◆
共
通
事
項

そ
の
他
　
販
売
登
録
店
は
ご
み
減

量
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
ご
み
減
量
課
ご
み
減
量

担
当

　
知
立
神
社
の
祭
礼
で
あ
る
「
知

立
ま
つ
り
」
は
、
初
夏
を
飾
る
一

大
風
物
詩
で
、
１
年
お
き
に
本
祭

と
間
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
祭
り
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時

代
か
ら
続
い
て
お
り
、
間
祭
と
な

る
今
年
は
、
５
つ
の
町
か
ら
勇
壮

華
麗
な
５
台
の
花
車
が
繰
り
出
さ

れ
、
知
立
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

期
日
　
５
月
２
日
捷
・
３
日
抄

場
所
　
知
立
神
社
（
知
立
市
西
町

神
田
）

※
名
鉄
知
立
駅
か
ら
徒
歩
約
　１５

分
。

問
合
先
　
知
立
市
観
光
協
会
（
緯
 

0
5
6
6
・
　
・
1
1
1
1
／

83

知
立
市
経
済
課
内
）

３１ 平成２３年４月１日号広報

ぼ
か
し
の
無
料
配
布
と
生

ご
み
処
理
器（
機
）の
補
助

一
般
廃
棄
物
処
理
業
・
浄
化
槽
清

掃
業
務
許
可
手
数
料
に
つ
い
て

知
立
ま
つ
り

コミュニティ第１チャンネル 101 0 66chc h 

　キャッチエリアのニュースを月曜日～

金曜日まで、午後６時から生放送！

ＫＡＴＣＨ　ＴＩＭＥ

　４月に誕生する新「西尾市」。合併を

振り返り、新「西尾市」について市民の

皆さんと一緒に考えます　　（４／３～）

西尾市合併特番

暫日の出タイム　　　　　　（４／１～）

「三河湾の日の出」を毎朝、生放送し

ます。

新番組

　刈谷ハイウェイオアシスで開催された

音楽祭の模様を３週にわたって放送しま

す　　　　　　　　　　　　（４／３～）

西三河フォークジャンボリー

暫鳥羽保育園（西尾市）　　（４／３～）

キャッチくんが行く

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２



広広報報平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号 ３３２２

　新たに合併処理浄化槽を設置するかたに補助

金を交付します。設置工事着工前に申請してく

ださい。先着順に受け付けますので、早めに申

し込みください。

対象　下水道や農業集落排水などが整備されて

いない地域や、整備の予定がない地域の自宅

に合併処理浄化槽を設置するかた

補助金額　

▼５人槽…８８，５００円

　 ▼ 7人槽… １ ０ ２ ，５ ０ ０ 円

　 ▼１０人槽… １ ２ ９ ，５ ０ ０ 円

提出書類　補助金交付申請書など

　地球温暖化対策を目的として、電気自動車な

ど低公害車を購入するかたに補助金を交付しま

す。先着順に受け付けますので、早めに申し込

みください。

対象　４月以降に電気自動車や１８００呪以下のハ

イブリッド自動車など市が定めた低公害車を

自ら使用する目的で購入し、新車登録した個

人（緑ナンバーなど事業用車を除く）で、次

の要件をすべて満たすかた。ただし、低公害

車の自動車検査証に記載されている所有者と

使用者が異なる場合は、使用者の住所が市内

にあること。

①新車登録日から起算して６か月以上前から

引き続き市内（一色・吉良・幡豆地区を含

む）に住所を有するかた

　②市税の滞納がないかた

※補助金の交付は１世帯につき１台を限度。

補助金額　車両本体価格の５％（限度額５万円）

提出書類　補助金交付申請書、自動車検査証、

領収書など

　新たに住宅に

太陽光発電装置

を設置するかた

に補助金を交付

します。設置工

事着工前に予約

申請書を提出し

てください。先

着順に受け付け

ますので、早めに申し込んでください。

対象　４月以降に自宅に太陽光発電装置を設置

するかたで、市税の滞納がないかた

補助金額　設置する太陽光パネルの最大出力値

×２万円（限度額８万円）

提出書類　補助金予約申請書など

　４月１日から土砂などの埋め立てによる土壌

汚染や災害発生を未然に防止し、環境の保全を

目的として「西尾市土砂等の埋立て等による土

壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例

（土壌汚染防止条例）」を施行しました。土地

所有者や事業者で土砂などの埋め立てなどを行

う際は、事前に届け出をしてください。

対象事業者　地目が池沼やため池などで面積が

　 １ ，０ ０ ０ 釈以上の土地を埋め立て、盛土、たい

積など市が定めた特定事業を行う事業者

届出期限　事業を行う１４日前

その他　①事前に土地所有者の同意を得てくだ

さい　②近隣住民などへ事業の説明をしてく

ださい　③基準に適合しない土砂などは使用

できません　④盛土やたい積を行う場合、土

砂の流出や崩落などの災害発生を防止してく

ださい。

※一色地区を除く市内での特定事業で、２３年

９月３０日までに事業が完了する場合は届け

出の必要はありません。

環境保全課環境保全担当（緯３４・８１１１
／クリーンセンター内）

問合先

太陽光発電装置の設置に補助金

池沼などの埋め立ては事前に届
け出を

低公害車の購入に補助金

合併処理浄化槽の設置に補助金

※写真はイメージで※写真はイメージですす

▼

温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
が
期
待
さ
れ
る
低
公

害
車

申請・届出方法　申請書・届出書などの提出書類を持参の上、環境保全課環境保全担当へ。

申請書・届出書などは同課に用意。市ホームページからもダウンロードできます。

その他　申請・届け出に必要な添付書類など詳細についてはお問い合わせください。

共
通
事
項



　
　蒲郡開発の祖である藤原俊成卿を顕彰する
短歌大会を開催します。
日時　４月２９日抄　午後１時
場所　蒲郡市民会館中ホール
内容　
　①表彰式、最優秀作品朗詠
　②記念講演＝講師… 篠 

しの

 弘 氏（歌人）
ひろし

　③選者作品評
参加料　 ５ ０ ０ 円（詠草集付き）
問合先　蒲郡市教育委員会文化スポーツ課
（緯０５３３・６６・１１６７）

　たくさんのかたに「みどぽん」に親しんで
もらうため、「みどぽん祭り」を開催します。
ぜひお越しください。
日時　５月３日抄～５日抄　午前１０時～午後
４時
　※雨天中止。
場所　愛知こどもの
　国中央広場
内容　みどぽんとの
　写真撮影会やぬり
　絵コーナー、スト
　ラップづくり（有
　料）など
問合先　愛知こども
　の国（緯６２・４１５１）

●ホバークラフトを作って遊ぼう
対象　市内在住の小学生のお子さんとその保
護者
日時　４月１０日掌　午前１０時～正午
場所　高齢者交流広場さくら会館少年少女発
明クラブ工作室（桜町２丁目３５）

活動内容　ホバークラフトをつくり、楽しく
動かして遊びます。
定員　２５人
費用　 ５ ０ ０ 円　
持ち物　はさみ、のり、筆記用具
申込期間　４月２日松午前９時～９日松午後
８時３０分

申込・問合先　電話で、青年の家（緯５６・７７
　２２）へ。

３３ 平成２３年４月１日号広報

名鉄蒲郡駅から徒歩約５名鉄蒲郡駅から徒歩約５分分

俊成の里短歌大俊成の里短歌大会会

名鉄こどもの国駅から徒歩名鉄こどもの国駅から徒歩約約１５１５分分

誕誕生生３３周年みどぽん周年みどぽん祭祭りり

名鉄桜町前駅から徒歩約５名鉄桜町前駅から徒歩約５分分

少年少女発明クラブ少年少女発明クラブ公公開教開教室室

　市では、名鉄西尾・蒲郡線の利用促進のた
め、運賃などの補助を行っています。
●乗車運賃補助
対象　市内在住の小学生以下のお子さんとそ
の保護者。保護者はお子さん１人につき２
人まで。

期間　４月１日晶～２４年３月３１日松
補助内容　お子さん１人につき３回まで、西
尾蒲郡間で乗車した区間の乗車券を交付し
ます。
申請方法　交付申請書に必要事項を記入の上、
乗車前に直接にしお観光案内所（５７・７８４０
／西尾駅内）または市内の各支所へ。
※にしお観光案内所の開所時間は午前９時
３０分～午後４時３０分。ただし、年末年始
を除く。

●団体利用事業補助
対象事業　市内に活動の拠点をおく団体（小
・中学校、高等学校、町内会、親睦会、サ

ークルなど）が１０人以上で西尾蒲郡間を利
用して行う体験学習や地域活動、文化活動
など
期間　４月１日晶～２４年３月３１日松
補助内容　西尾蒲郡間の乗車区間の運賃全額
を補助。また、幼稚園や保育園、市内の各
種学校の場合、事業活動費に対して１人に
つき １ ０ ０ 円の補助も行います。

申請方法　事業完了から１５日以内に、補助金
交付申請書に必要事項を記入の上、乗降駅
などの明記された領収書を添えて交通対策
課へ。

その他　往復乗車券または団体乗車券（２５人
以上）での利用に限ります。
◆共通事項
申請書配布場所　にしお観光案内所、交通対
策課、市内の各支所など。市ホームページ
からもダウンロードできます。
問合先　交通対策課

名名名名名名名名名名名名名名鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄西西西西西西西西西西西西西西尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾・・・・・・・・・・・・・・蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡線線線線線線線線線線線線線線のののののののののののののの運運運運運運運運運運運運運運賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃をををををををををををををを補補補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助助助　　　名鉄西尾・蒲郡線の運賃を補助しししししししししししししししまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすます

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２
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（田貫町）
平成２１年９月生まれ

石川  瑠  那 ちゃん
る な

笑顔がかわいい瑠那。
お姉ちゃんに笑顔は負
けるな竃

（小間町）
平成２１年８月生まれ

手嶋  海  人 くん
かい と

笑顔のかわいい竃海君。
いっぱい食べて、遊ん
で大きくなってね☆

（吉良町）
平成２１年２月生まれ

　川  菜  々  実 ちゃん
な な み

いつも優しい菜々実。
もりもり食べて元気に
育ってね☆

（巨海町）
平成２１年４月生まれ

岡田  桜  大 くん
おう た

白飯をこよなく愛する
おうちゃん。そのまま
優しく大きくなってね。

（楠村町）
平成２１年１月生まれ

永江  奏  真 くん
そう ま

優しい奏ちゃん竃そん
な奏真がみんな大スキ
だよ竃

（東浅井町）
平成２１年８月生まれ

小島  彩  蓮 ちゃん
あ れん

歌とおしゃべりが大好
きな彩蓮竃お姉ちゃん
たちと仲良く遊んでね。

（一色町）
平成２１年１０月生まれ

田中  瀬  斗 くん
らい と

好奇心旺盛で甘えん坊
なライトが大好き！優
しい子に育ってね。

（住崎三丁目）
平成２１年１１月生まれ

中根  結  衣 ちゃん
ゆ い

いつも結衣の笑顔にい
やされてるよ！これか
らもすくすく育ってね。

　
高
等
学
校
教
諭
時
代
、
生
徒
指
導

の
一
環
と
し
て
文
字
に
よ
る
指
導
も

あ
る
と
、
黒
板
に
生
徒
の
心
に
響
く

よ
う
な
言
葉
を
選
ん
で
書
き
始
め
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
エ
ッ
セ
ー
を
つ

づ
り
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
日
本
自
分
史
学
会
（
山

梨
県
富
士
吉
田
市
）
主
催
の
「
第
　11

回
・
私
の
物
語
・
日
本
自
分
史
大
賞
」

で
私
の
『
老
い
ぬ
れ
ば
…
豊
け
し
』

が
奨
励
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、

　
年
間
書
き
続
け
て
き
た
（
受
賞
作

30品
が
　
冊
目
）
ご
褒
美
だ
と
思
っ
て

10

い
ま
す
。

　
「
生
き
る
元
は
心
」
と
の
思
い
で
、

既
刊
冊
子
の
す
べ
て
、
タ
イ
ト
ル
や

文
章
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
心
」
と
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ッ
セ
ー
に

は
「
ピ
カ
ッ
と
光
る
」
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
言
葉
を
織
り
込
む
よ
う
心
が
け
、

心
の
機
微
を
文
章
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
　
年
間
書
き
続
け
て
こ

30

ら
れ
た
の
は
、
写
真
や
旅
、
読
書
、

書
道
な
ど
、
趣
味
と
い
う
「
親
友
」

が
い
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ

て
人
と
交
わ
り
、
心
の
動
き
な
ど
を

文
章
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
地
方
新
聞
に
連
載
し
て
い

る
『
山
あ
れ
ば
』
を
継
続
し
、
冊
子

に
し
て
残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

文
章
を
書
く
こ
と
は
「
心
を
洗
う
こ

と
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
生

き
生
き
と
人
生
を
送
る
た
め
、
ま
た

心
の
豊
か
さ
を
保
つ
た
め
に
も
書
き

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

永井 栁 
りゅう

 太  郎 さん
た ろう

全国公募
「自分史大賞」で奨励賞
キーワードは「心」

●吉良町▲自宅で執筆に取り組む永井さん。言葉を選び、心を込めるように一
つ一つ打ち込んでいく。



　60

三三
河河
一一
向向
一一
揆揆
とと
吉吉
良良
氏氏

　
写
真
は
、
日
露
戦
争
で
海
軍
参
謀

と
し
て
連
合
艦
隊
を
勝
利
に
導
い
た

秋
山
 真
  之
 の
手
紙
で
す
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド

さ
ね
 ゆ
き

ラ
マ
『
坂
の
上
の
雲
』
の
主
人
公
で

す
）
。
「
 智
  謀
  湧
 

ち
 
ぼ
う
 
わ

く
が
 如
 し
」
と

ご
と

 明
 

め
い

 晰
 な
頭
脳
を

せ
き

 称
 え
ら
れ
た
知
将
は
、

た
た

一
方
で
豪
快
な
性
格
だ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
な
る
ほ
ど
、
こ
の
筆

跡
に
も
真
之
の
大
胆
な
人
柄
が
表
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
宛
名
は
 池
  辺
  三
 

い
け
 
べ
 
さ
ん

 山
 （
東
京
朝
日
新
聞
主
筆
。
対
ロ
シ

ざ
んア

開
戦
を
強
く
主
張
）
で
「
お
手
紙

拝
読
。
帰
京
後
に
一
度
お
会
い
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
多
忙
で

か
な
い
ま
せ
ん
。
 閑
 を
見
て
こ
ち
ら

ひ
ま

か
ら
参
上
し
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。

丁
寧
な
が
ら
簡
潔
な
文
面
か
ら
も
真

之
の
率
直
な
人
柄
が
伺
え
ま
す
。

　
こ
の
手
紙
が
書
か
れ
た
年
は
不
明

で
す
。
走
り
書
き
の
よ
う
な
筆
致
か

ら
、
真
之
と
三
山
が
手
紙
の
や
り
取

り
に
慣
れ
た
間
柄
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
筆
跡
や
文
章
に
は
そ
の
人
の
人
柄
や
知
性
が
表
れ
る
と
言
い
ま
す
。
歴
史
上
の
人
物

の
書
い
た
文
字
を
見
る
こ
と
で
、
そ
の
人
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
生
涯
が
よ
り
実
在
感
を

持
っ
て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
『
書
簡
集
』
八
冊
は
、
明
治
大
正
期
の

著
名
人
の
手
紙
２
０
６
通
を
貼
り
集
め
た
も
の
で
す
。
夏
目
漱
石
、
若
山
牧
水
、
高
橋

是
清
、
岡
倉
天
心
、
新
渡
戸
稲
造
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
人
物
の
名
が
並
び
ま
す
。

 書
  簡
 

し
ょ
 
か
ん

 集
 

し
ゅ
う

（
１
 ２
５
 ―
６
７
イ
 ）
四
冊

３３５５ 平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号広広報報

　
戦
国
期
、
西
三
河
の
真
宗
は
、

 野
  寺
  本
 

の
 
で
ら
 ほ
ん

 證
 

し
ょ
う

 寺
 ・
佐
々
木

じ

 上
 

じ
ょ
う

 宮
  寺
 ・

ぐ
う
 
じ

 針
  崎
 

は
り
 さ
き

 勝
 

し
ょ
う

 鬘
  寺
 の
三
河
三
カ
寺
や
五

ま
ん
 
じ

カ
寺
と
呼
ば
れ
る
有
力
寺
院
を
中

心
に
そ
の
教
線
を
三
河
の
村
々
に

伸
ば
し
、
強
固
な
宗
教
的
共
同
体

を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

転
戦
に
よ
る
松
平
氏
の
戦
費
の
増

大
は
農
民
へ
の
課
税
を
重
く
し
、

家
康
の
土
地
支
配
は
入
り
組
ん
だ

在
地
の
領
主
の
土
地
支
配
権
を
否

定
し
て
小
領
主
や
 名
  主
  層
 階
級
の

な
 
ぬ
し
 そ
う

武
士
を
動
揺
さ
せ
ま
し
た
。

　
永
禄
５
（
１
５
６
２
）
年
秋
、

三
カ
寺
の
持
つ
「
守
護
不
入
権
」

で
あ
る
 検
  断
  権
 と
土
地
支
配
権
の

け
ん
 だ
ん
 け
ん

特
権
を
侵
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
、

守
護
不
入
の
地
で
の
 狼
  藉
 を
許
す

ろ
う
 ぜ
き

こ
と
が
で
き
な
い
と
、
 檀
  那
 や
 末
 

だ
ん
 
な
 

ま
つ

 寺
 ・
 末
  山
 の
百
姓
が
一
味
し
て
一

で
ら
 

ま
つ
 ざ
ん

揆
が
勃
発
し
ま
し
た
。
 藤
  波
 

ふ
じ
 な
み

 畷
 の

な
わ
て

戦
い
で
敗
れ
、
岡
山
に
引
き
こ
も

っ
て
い
た
吉
良
義
昭
は
、
再
び
家

を
興
そ
う
と
こ
の
一
揆
方
に
味
方

し
、
家
康
方
に
寝
返
っ
て
い
た
荒

川
城
主
・
荒
川
義
広
も
参
加
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
本
證
寺
に
は
吉

良
荘
内
の
地
侍
が
参
集
し
ま
し
た
。

　
永
禄
６
年
　
月
、
西
尾
城
の
酒

１０

井
 正
  親
 が
本
證
寺
と
荒
川
城
を
攻

ま
さ
 ち
か

撃
す
る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
で
の

戦
い
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
、
松
井

 忠
  次
 、
松
平
 甚
  太
  郎
 は
吉
良
義
昭

た
だ
 つ
ぐ
 

じ
ん
 
た
 
ろ
う

を
攻
撃
し
ま
し
た
。
永
禄
７
年
、

一
揆
方
は
旗
色
が
悪
く
な
り
、
荒

川
城
と
東
条
城
は
最
後
の
拠
点
と

な
り
ま
し
た
。
両
城
に
挟
ま
れ
て

孤
立
し
た
西
尾
城
は
 兵
 

ひ
ょ
う

 粮
  米
 が
欠

ろ
う
 ま
い

乏
し
、
家
康
は
刈
谷
の
水
野
 信
  元
 

の
ぶ
 も
と

の
助
け
を
受
け
て
、
二
千
余
人
で

西
尾
城
へ
兵
粮
米
を
搬
入
し
ま
し

た
。
そ
の
帰
途
、
荒
川
城
を
攻
め

て
こ
れ
を
打
ち
破
り
、
２
月
　
日
２８

に
は
東
条
城
の
義
昭
を
攻
撃
し
ま

し
た
。
荒
川
義
広
は
河
内
へ
、
吉

良
義
昭
は
近
江
へ
落
ち
、
３
４
０

年
間
に
わ
た
り
吉
良
荘
を
治
め
て

き
た
中
世
吉
良
氏
は
滅
亡
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
吉

良
氏
は
復
興
し
ま
し
た
。

▼

こ
の
資
料
は
、
４
月
２
日
か
ら
の
企
画
展
「
自
筆
本
は
語

る
」
で
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
動
画
サ
イ
ト
「
岩
瀬
文
庫
の
世
界
」
（
岩
瀬
文
庫

H
P
か
ら
リ
ン
ク
）
で
同
文
庫
の
蔵
書
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
１
 ２
５
 ―
４
８
 ）
四
冊



広広報報平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号 ３３６６

　３月６日、国際交流フェスタ２０１１が総

合福祉センターで開催されました。西尾

市国際交流協会が主催するこの催しは、

さまざまな国籍のかたが交流を深めるた

めに毎年行っているもの。今年はベトナ

ムを紹介するコーナーを設け、映像紹介やお菓子の試食を通じて異文化への

理解を深めました。そのほか、抹茶やお汁粉の接待で日本文化を体験したり、

外国人の子どもたちによる外国語のクイズやカラオケ大会、多言語絵本の読

み聞かせなどたくさんのイベントを楽しんだりしながら、多くの来場者が国

境を越えた交流を深めていました。

際交流フェス際交流フェスタタ２０１１を開２０１１を開催催

さまざまな国籍の人が楽しく交さまざまな国籍の人が楽しく交流流国

　３月４日、梶島・宮崎東海岸・吉田海岸と吉良町内に３か所

ある潮干狩り場所の先頭を切って、梶島での潮干狩りが解禁と

なりました。まだ寒い風が吹く中、県内外からこの日を待ちわ

びた約 １ ，２ ０ ０ 人の人たちが防寒具に身を包んで集まり、渡船場

は長蛇の列に。次々と島に渡ると、皆アサリをたくさん採ろう

と手カギを使ってせっせと岩場を堀り起こしていました。いつ

しかかごやバケツの中はアサリでいっぱい。皆、思い思いに潮

干狩りを楽しんでいました。

　潮干狩りは、６月上旬まで楽しめます。おいしい春の味覚を

求めて、潮干狩りに出掛けてみてはいかがでしょうか。

の味覚を楽しもの味覚を楽しもうう

梶島で潮干狩りが解梶島で潮干狩りが解禁禁春

豆町として最後の演奏豆町として最後の演奏会会

ふれあいコンサートを開ふれあいコンサートを開催催

　２月２０日、幡豆町としては最

後の開催となる「ふれあいコン

サート」が幡豆町ふれあいセン

ター（現・幡豆ふれあいセンタ

ー）で行われました。

とって心に残る曲に静かに聞き入っていました。アンコールでは、ピアノトリオ・ミュゼの伴奏により、

会場の全員で「幡豆音頭」が合唱され、思い出に残るコンサートとなりました。

　バイオリン、チェロ、ピアノで構成されるピアノトリオ・ミュゼ

が出演し、ショパンやシューマンなどの楽曲が美しく優雅な音色で

奏でられました。「ミュゼ」とはフランス語で美術館の意味。美術

館に出掛けてお気に入りの絵を鑑賞するように、聴衆はそれぞれに

幡



　幡豆町立図書幡豆町立図書館館

（現・幡豆図書館（現・幡豆図書館））

で本のリサイクで本のリサイクルル

市が行われました市が行われました。。

集められた一般集められた一般書書

や児童書、雑誌や児童書、雑誌なな

本のリサイクル市を開催２/２２ /２００

ど約ど約 ３３ ，５，５ ００ ００ 冊からお気に入りを見つけよ冊からお気に入りを見つけようう

とする人で会場はにぎわっていましたとする人で会場はにぎわっていました。。

一色町での潮干狩りをＰＲするため、　一色町での潮干狩りをＰＲするため、観観

光キャンペーンが行われました。潮位表光キャンペーンが行われました。潮位表、、

一色潮干狩り

観光キャンペーンを実施
３３ //８８

一色町や佐久島一色町や佐久島なな

どのパンフレッどのパンフレットト

を名鉄東岡崎駅を名鉄東岡崎駅でで

 １１ ，，００ ００ ００ 部、金山部、金山総総

合駅合駅でで ２２ ，０，０ ００ ００ 部配部配

布しました布しました。。

午後２　午後２時時４６４６分、国内観測史上最大とな分、国内観測史上最大となるる

ＭＭ ９９ ．．００を観測する地震が発生し、西尾市 を観測する地震が発生し、西尾市でで

は震度３を観測しましたは震度３を観測しました。。

東北地方太平洋沖地震発生３３ //１１１１

　４月１日開園４月１日開園のの

私立保育園「矢私立保育園「矢田田

つぼみ保育園」つぼみ保育園」のの

竣工式が行われ竣工式が行われまま

した。特色は県した。特色は県下下

でも珍しい木造でも珍しい木造のの

矢田つぼみ保育園竣工式３/１３ /１２２

園舎。花のつぼみのような子どもたちが園舎。花のつぼみのような子どもたちがここ

こで個性豊かに成長していくことでしょうこで個性豊かに成長していくことでしょう。。

この日、市内の各中　この日、市内の各中学学

校は卒業式。吉良中学校は卒業式。吉良中学校校

では「吉良中学校オヤでは「吉良中学校オヤジジ

の会」のの会」の会会員が「卒業員が「卒業祝祝

い餅」を卒業生に振るい餅」を卒業生に振る舞舞

いました。みんなで餅いました。みんなで餅をを

吉良中学校オヤジの会が

卒業生に祝い餅を振る舞う
３３ //８８

つき、晴れのつき、晴れの門門出を祝い出を祝い

ましたました。。

３３７７ 平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号広広報報

　３月１日から７日の春の全国火

災予防運動に伴い、恵保育園の園

児による防火パレードが行われま

した。そろいのはっぴを着た園児

は、園から近隣のショッピングセ

ンターまでを行進。拍子木を打ち、

園周辺の道を歩きながら「火の用

心」と大きな声で歩行者などに呼

びかけていました。

着ぐるみ「住警器マン」に

よる寸劇を行いました。女

性職員と住警器マンとの掛

け合いを楽しみながら、音

もなく迫ってくる煙の怖さ

や住警器設置の必要性を、

園児やその保護者は学んで

いました。

気に防火を呼び掛気に防火を呼び掛けけ

春の全国火災予防運春の全国火災予防運動動元

　また、市消防本部は期間中に市内６園で防火講話も実施。

住宅用火災警報器の普及を図るため、消防職員が作製した

　３月１５日、一色東

部小学校で６年生の

児童とシルバー人材

センターの皆さんと

の交流会が行われま

した。

　１年前、当時５年

生だった児童たちが、

総合学習で人々の役

に立ちたいと考えて

いたときに、シルバ

ーの皆さんの活動を知り、学校で牛乳パックを集め、和紙

づくりに使ってほしいとプレゼント。その児童たちが卒業

を迎えるということでお礼と卒業のお祝いをかねて、シル

バーの皆さんから児童たちへ牛乳パックでつくった鉢に植

えられたパンジーが贈られました。

　和紙や色紙でカラフルに彩られた鉢に植えられたパンジ

ーを児童たちは笑顔で受け取り、お返しにお礼の言葉や感

謝の歌を披露。笑顔あふれる交流会となりました。

業のお祝いにパンジー業のお祝いにパンジーをを

児童とシルバーさんの交流児童とシルバーさんの交流会会卒

２／１６ ３／１５



全
面
広
告
財
源
確
保
の
た
め
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
市
が
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
広
告
主
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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バ
ー
コ
ー
ド
対
応
の
携

帯
で
読
み
取
る
と
「
モ

バ
イ
ル
＠
西
尾
市
役
所
」

が
閲
覧
で
き
ま
す
。




